Express サーバや添付のソフトウエアの特長、導入の際に知っておいていただきたい事柄について説明し 
ます。また、セットアップの際の手順を説明しています。ここで説明する内容をよく読んで、正しくセツ 
トアップしてください。 


Express サーバの特長(一2ページ） . Express サーバの特長や添が（または別売品)のソ 

フトウェア、およびを種オプションとソフトウェ 
アの組み合わせによって実現できるシステム管理 
のための機能について説明しています。 


導入じあたって（一7ページ） . 

お客様登録(一13ページ） . 

セットアップを始める前に(一14ページ） . 

Windows 2000のセットアップ(一16ぺージ 

Windows NT 4.0のセ、ソトアップ(一35ぺージ) 

NetWare のセツトアップ（一64ページ） . 


Express サーバをご利用されるシステムを構築す 
る際に知っておいていただきたい事柄や、参考と 
なる了 ドバイスが記載されています。 

お客様登録の方法について説明しています。 
Express 5800シリーズ製品に関するさまざまな 
情報を入手できます。ぜひ登録をしてください。 

セットアップの順唐を説明します。お使いになる 
オペレーティングシステムや購入時の本体によっ 
てもセットアップの方法は異なります。 

Windows 2000で運用する場合のシステムの 
セットアップの方まじついて説明しています。 

Windows NT 4.0で運用する場合のシステムの 
セットアップの方法について説明しています。 

NetWare で運用する場合のシステムのセットアッ 
プの方まについて説明しています。 













Express ヴーバの特長 

お買い求めじなられた Express サーバの特長を次に示します。 



性能 



• Intel® Pentium® III Processor-S 
(1.26GHz) 搭載 

• 高速100 BASE-TX/10BASE-T インタ 
フエー ス （ 100 Mbps/ 1 0Mbps 対応） 
• 高速ディスクアクセス 
- Ultra 160 SCSIxl 
- Ultra2 SCSI (Wide 対応) x1 



信頼性 


岡張性 _ 

• PCI バス （33MHz) を4ス□ット装備 
• 最大 4GB の大容量メモリ 

• 最大2マルチプ□セ、ソサまでアップグレード巧能 

• SCSI 機器の接続パターンが豊富 

• US 目対応 (Windows NT 4.0 では対応したドライバが必要) 


• メモリ監視機能 （1 ビット エラー 訂正/2ビ 、ソトエ 
ラー お出） 

• メモリ/ CPU 縮退機能(障害を起こしたデバイスの 
論理的な切り離し） 

• バスパリティ エラー お出 
• 温度お知 
• 異常通知 

• 内蔵ファン回転監視機能 
• 内部電圧監視機能 

• 電源ユニットの冗長機能(ホットスワップ対応） 

• ディスクアレイ（オプションでサポート） 

• オートリビルド機能(ホットスワップ対応） 

• 目 I0S パスワード機能 
• フ□ントべゼルによるセキュリティ□、ソク 


图理機能 _ 

• ESMPR0 シリーズ 

• MWA (Management Workstation Application) 
• ディスクアレイユーティリティ（数種類） 

守機能 

• オフライン保守ユーティリティ 

• DUMP スイ、ソチによるメモリダンプ機能 


ぐに使える 

• Microsoft® Windows® 2000日本語版/ 
Microsoft® Windows NT® 4.0日本語版インス 
I-ール済み（ビルド•トゥ-オーダーの場合） 

• 八ードディスク、増設電源ユニットはケーブルを 
必要としないワンタッチ取り付け(ホ、ソトスワップ 
対応） 


胃富な機能搭載 

• グラフィックスアクセラレータ 「RAGE Iに」探用 
• 冗長電源対応(オプシヨン増設時に有効） 

• EI Torito Bootable CD-ROM(no emulation 
mode) フォーマットをサポート 

• POWER スイ、ソチマスク 
• ソフトウェア Power Off 
• リモートパワーオン機能 

• AC-UNK 機能 

• コンソールレス機能 

回己診断機能 

• Power On Self-Test (POST) 

• システム彰断 ( T&D) ユーティリティ 


胃電力機能 

スリープ機能 (Windows 2000のみ) 


利なセットアップユーティリティ 

• EXPRESSBULDER (システムセットアップユーティリティ） 

• ExpressPicnic (セットアップパラメータ FD 作成ユーティリティ） 

• SETUP 旧10 S セットアップユーティリティ） 

• SCSISe/ecKSCSI デバイスユーテイリテイ） 
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Express サーバでは、高い信頼性を確保するためのさまざまな機能を提供しています。 

各種リソースの冗長化や、ディスクアレイなどといった八ードウエア本体が提供する機能 
と、サーバ本体に添付されている ESMPRO などのソフトウエアが提供する監視機能との連 
携により、システムの障害を未然に防止または早期に復旧することができます。 

また、停電などの電源障害からサーバを守る無停電電源装置、万一のデータ損失に備えるた I 
めのバックアップ装置などといったを種オプション製品により、さらなる信頼性を磕保する " 
ことができます。 ^ 
を機能はそれぞれじ(下の八ードウエア、およびソフトウエアじより実現しています。 A 


管理分野 

必要な八ードウエア 

必要なソフトウェア 

サーバ管理 

サーバ本体機能 

ESMPRO/ServerManager 

ESMPRO/ServerAgent 

MWA (Management Worksta¬ 
tion Application) 

ストレージ管理 
• ディスク管理 

参バックアップ管理 

ディスクアレイコント□-ラ* 

DAT/DLT/AIT など* 

ESMPRO/ServerManager 

ESMPRO/ServerAgent 

Power Console Plus 

GAM (Global Array Manager) 

NT バックアップツール 

ARCserve for Windows NT* 
BackupExec*、 NetBackup* 

電源管理 

無停電電源装置 (UPS)* 

ESMPRO/UPSController 
PowerChute plus 本 
(を）無停電電源装置により、使 
用するソフトウェアが異な 
ります。 

ネットワーク管理 

100 BASE-TX 接続ボード 
目4680接続ボード* 

ESMPRO/Netvisor* 


オプション製品。 


サーバ管理 

Express サーバはシステムボード上に標準でシステム監視チップを搭載しており、サーバに 
内蔵されている]: i 下のを種リソースを監視します。これらの八ードウエア機能と Express 
サーバ管理用ソフトウエア rESMPRO/ServerManager」、 「ESMPRO/Se「ve「Agent」が連 
携し、サーバの稼動状況などを監視するとともに万一の障害発生時にはただちに管理者へ通 
報します。 


監視対象 

機能 

CPU 

マルチプ□セ、ソサ構成時における CPU 故障時の縮退機能/稼動監視機 
能、 CPU 負荷率の監視機能/高負荷のそ防機能 

メモリ 

メモリ故障時の縮退運転機能、 ECC メモリビットエラーお出/訂正機 
肯 g、 メモリ使用率の管理機能 

冷ま P ファン 

ファン稼動状態の監視機能、冗長ファンによる崖体内の温度上昇防止機能 

電源ユニット 

電源ユニット状態監視機能、冗長電源ユニット（オプション)増設によ 
る電源冗長機能 

温度 

温度監視機能、温度異常時の起動抑止/停止機能 

電圧 

電圧監視機能、電圧異常時の起動抑止 

オペレーティングシステム 

ウォッチドッグタイマによる 0S ストール監視機能 

サーバ電源 

電源スイ、ソチ OFF によるシャットダウン機能、シャットダウン後の 
自動電源 OFF 
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また、 MWA(Management Workstation Application ) により、サーバ上でオペレーテイン 
グシステムが稼動していない状態でのリモート操作/保守を管理 PC から行ったり、リモート 
パワーオン機能じより、リモートの PC 上から Express サーバの電源を投入したりすることが 
できます。 

^1： ESMPRO / ServerManager 、 ESMPRO / ServerAgen し MWA (Management Workstation 
I ヒン jT l Application ) は、 Express サーバに標準で添付されています。 

各ソフトウてアのインストール方まや使用方まは、各ソフトウてアの説明を参照してくださ 

い。 


ストレージ管理 

大容量のストレージデバイスを搭載-接続できる Express サーバを管理するために次の点に 
ついて留意しておきましょう。 

ディスク管理 

八ードディスクの耐障害性を高めることは、直接的にシステム全体の信頼性を高めることじ 
つながると言えます。 Express サーバが提供するディスクアレイコント□—ラ（オプション） 
を使用することにより、八ードディスクをグループ化して冗長性を持たせることでデータの 
損失を防ぐとともに、八ードディスクの稼働率を向上することができます。 

また 、 Global Array Manage 「( rGAM 」 と略します。 Mylex ディスクアレイコント□—ラ用管 
理ソフトウェアです。）、または Power Console Plus ( AMI ディスクアレイコント□-ラ用 
管理ソフトウェアです。 ） と ESMPRO / ServerManager 、 ESMPRO / ServerAgent との連携 
により、ディスクアレイの状ミ兄をトータルじ監視し、障害の早期発見や予防措置を行い、 
八ードディスクの障害に対して迅速に対処することができます。 


ディスクアレイコント 
□ーラの機能 

機能の概要 

Mylex ディスクアレイ 
コント □ —ラ 

AMI ディスクアレイ 
コント □ —ラ 

レベル 

RAID 0、 1、日、6の各 RAID レ 
ベルをサポート 

RAID 0、1、5、10、50の各 RAID 
レベルをサポート 

ホ、ソトプラグ 

システムが稼働している状態で八ードディスクなどのデバイスを交換 
することができまず。 

オートリビルド 

故障した八ードディスクを新品の八ードディスクに交換した後、残り 
の八ードディスクのデータか6故障した八ードディスクが持っていた 
デー タを自動的に復元します。 

エキスパンドキャパシティ 

稼働中のシステムを停止ずるこ 
となく八ードディスクの増設を 
することにより、ディスクアレ 
イの使用可能領域を自動的に拡 
張します。 

稼働中のシステムを停止すること 
なく八ードディスクの増設をずる 
ことにより、ディスクアレイの使 
用可能領域や論理ドライブを自動 
的に拡張しまず。 


Pl ： その化、 Mylex ディスクアレイコントローラ用ソフトウェアとして、自動クリーンアップ 
I ヒント I ツール 、 Array Recovery Tool ( ART ) も提供しています。 

AMI ディスクアレイコントローラ用ソフトウェアは Power Console Plus のみです 。 Power 
Console Plus は自動クリーンアップツールと一部同じ機能を持っています ( ART と同等の機 
能はありません）。 

ESMPRO / ServerManager 、 ESMPRO / ServerAgen し Power Console Plus、Global Array 
Manager ( GAM )、 自動クリーンアップツール、 ART は、 Express サーバに標準で添付され 
ています。ソフトウ I アのインストール方まや使用方まは、各ソフトウ I アの説明を参照し 
てくださし、。 
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バックアップ管理 


定期的なバックアップは、不意のサーバのダウンに備える最も基本的な対応です。 

Express サーバには、データバックアップ用の大容量記'憶装置と自動バックアップのための 
各種ソフトウェアが用意されています。容量や転送スピード、バックアップスケジュールの 
設定など、ご使用じなる環境に合わせて利用して<ださい。 



デバイス名 

説明 

DAT 

高性能、大容量なうえ、標準規格としての互換性も備えており、広<利用されている 
バックアップメディア。最大 12G 目のデータバックアップが可能。ル〜中規模システ 
ム向け。 

DLT 

最大3日 GB のデータバックアップが可能。基幹業務等大規模システム向けの高性能バ 
、ソク アップ装置。 

AIT 

最大2日 G 目のデータバックアップが可能。中規模システム向け。 





アプリケーション名 

説明 

NTBackup(OS 標準） 

Windows 2000/Windows NT 標準のバックアップツール。 

単体バックアップ装置に単純なバックアップを行う時に使用。 

ARCserve 

(コンピュータ.アソシェイツネが 

国内で最もポピュラーな PC サーバのバックアップツール。 
スケジュール運用可能。集合バックアップ装置、 D 目オンライン 
バックアップなどじ対応可能。 

目 ackupExec (ベリタス社） 

米国で最もポピュラーな PC サーバのバックアップツール。 
NTBackup と同ーテープフォーマットを使用。 

スケジュール運用可能。集合バックアップ装置、 D 目オンライン 
バックアップなどじ対応可能。 

NetBackup (ベリタス社） 

異種プラ、ソトフォーム環境で統合的な制御/管理を実現し 
た、 BackupExec の上位レベルバックアップツール。基幹業務な 
ど大規模システムまで対応。オープンファイルバックアップ、 
Disaster Recovery を標準サポート。 D 目オンラインバックアップ 
などに対応可能。 



NTBackup(OS 標準) 


ARCserve (コンピュータ.アソ BackupExec (ベリタス社) 

シエイツ社） 


NetBackup (ベリタス社) 


己 









































































電源管理 

商用電源のトラブルは、サーバを停止させる大きな原因のひとつです。 

停電や瞬断に力□え、電圧低下、過負荷配電、電力設備の故障などがシステムダウンの要因と 
なる場合があります。 

無停電電源装置 ( UPS ) は、停電や瞬断で通常使用している商用電源の電圧が低下し始める 
と、自動的にパ、ソテリから電源を供給。システムの停止を防ぎます。システム管理者は、そ 
の間にファイルの保存など、必要な処理を行うことができます。さらに電圧や電琉の変動を 
抑え、電源装置の寿命を延ばして平均故障間隔 ( MTBF ) の延長にも貢献します。また、スケ 
ジュール等によるサーバの自動-無人運転を実現することもできます。 

Express サーパでは、 NEC 社製多機能 UPS ( l - UPSPro ) と、 APC 社製 Smart - UPS の2種類の 
無停電電源装置を提供しており、それぞれ ESMPRO / UPSControll が、 PowerChute 戶 / las で 
管理-制御します。 

■: オプションの内蔵型電源ュニットを搭載することにより、一方の電源ュニットが故障して 

rE37n も、もう一方の電源ュニットで運用を続けることができます（冗長機能）。また、故障した 
電源ユニットはシステムを停止することなく、ホットスワップ(電源 ON のまま）で交換でき 
ます。 


ネットワーク管理 


ESMPRO / ServerManager 、 ESMPRO / ServerAgent を使用することにより 、 Express 
サーバに内蔵されている LAN カードの障害や、回線の負荷率等を監視することができます。 
また、別売の ESMPRO / Netvisor を利用することにより、ネットワーク全体の管理を行うこ 
とができます。 
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導入に友たつて 

Express サーバを導入するにあたって重要なポイントじついて説明します。 

システム構築のポイント 

実際にセツトアップを始める前に、 JU 下の点を考慮してシステムを構築してください。 


運用方法の検討 

「 Express サーバの特長」での説明のとおり、 Express サーバでは運用管理-信頼性に関する 
ろくの八ードウェア機能や添付ソフトウェアを備えています。 

システムのライフサイクルの様々な局面において、「をハードウェア機能および添付ソフト 
ウェアのどれを使用して、どのような運用するか？」などを横討し、それに合わせて必要な 
八ードウエアおよびソフトウエアのインス I ル/設定を行ってください。 


稼動げ況-障害の監視、および保守 

Express サーバにネ票準でミ 3^ 付された 「 ESMPRO/Se 「 ve 「 Manage 「」、「 ESMPRO/ 
56 「ソ 6 「八 96 が」を利用することによリ、リ モートからサーパの稼動状ミ兄や障害の監視を行 
い、障害を事前に防ぐことや万一の場合に迅速に対応することができます。 

Express サーバを運用す る 際は、 「 ESMPRO/Se 「 ve 「 Manage 「」 、 「 ESMPRO/ServerAgent 」 
を利用して、万一のトラブルからシステムを守るようムがけてください。 



なお、 Express サーバに障害が発生した際に、 NEC フィールディング(株)がアラーム通報を 
受信して保守を行う「エクスプレス通報サービス」を利用すれば、低〕ストで Express 5800シ 
リーズの障害監視.保守を行うことができます。 
r エクスプレス通報サービス」をご利用することもご橫討ください。 


導入編 
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システムの構築-運用にあたっての留意点 

システムを構築-運用する前に、次の点について確認してください。 


出荷時のげ態を確認しましょう 

お買い求めになられた Express サーバを導入する前に、 Express サーバの化荷時の状態を磕 
認しておいてください。 

• システムやオペレーティングシステムのインス I -ール状態について 

Express サーバでは、ご注文により化荷時の状態に次の3種類があります。 


出荷時のモデル 

説明 

カスタムインス1-ール 

ビルド•トウ-才ーダーにて Windows 2000を購入された場 

ム 
□ 〇 

プレインス1ル 

ビルド•トウ-オーダーにて Windows NT 4.0 を購入された場 

ム 
□ 〇 

末インストール 

ディスクレスモデルを購入され、ビルド-トウ■オーダーじよ 
る OS のインス1-ールを希望されなかった場合。 


化荷時のオペレーティングシステムのインス!-ール状態により、必要なセットアップ作 
業が異なります。15ページの説明に従ってセツトアップを行ってください。 


• パーテイシヨン構成について 


Express サーバでは、セツトアップすると1台目のディスクの先頭に保守用の領域(保守 
用パーティション）が自動的に作成されます。 



保守用ノ くーティシヨン(約1 6 MB ) 

Express サーバの保守ユーティリティが格納されています。また、 EXPRESSBUILDER でのセット 
アップ時に作業領域としても利用されます。オペレーティングシステムか6は 「 EGA ユーティリティ」 
または rMAINTE _ P 」 の FAT パーティシヨンとして認識されます。 

Pl ： 出荷時にオペレーティングシステムがインストールされていない場合は、保ず用パー 
r^^TFI テイシヨンは作成されていません。 EXPRESSBUILDER を使ってセットアップをすると 

自動的に保ず用パーテイシヨンを作成することができます。 
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セットアップの手順を確認しましょう 

システムを構築するにあたり、 Express サーバのセットアップは必要不可欠なポイントで 
す。 

Express サーバのセットアップを始める前にセットアップをどのような順唐で進めるべきか 
十分に橫討してください。 

必要のない手順を含めたり、必要な手順を省いたりすると、システムの構築スケジュールを 
狂わせるばかりでなく、 Express サーバが提供するシステム全体の安定した運用と機能を十 
分に発揮できなくなります。 

1. 運用方針と障害巧策の検討 

Express サーバのハードウェアが提供する機能や探用するオペレーティングシステムに 
よって運用方針やセキュリティ、障害への対策方法が異なります。 

「 Express サーバの特長 (2 ページ)」に示す Express サーバの八ー ドウェアやソフトウェア 
が提供する機能を十分に利用したシステムを構築できるよう横討してください。 

また、システムの構築にあたり、ご契約の保守サービス会社、および弊社営業担当にご 
相談されることもひとつの手だてです。 

2. 八ードウェアのセットアップ 

Express サーバの電源を ON にできるまでのセットアップを磕実に行います。この後の r シ 
ステムのセットアップ」を始めるためじ運用時と同じ状態にセットアップしてください。 
詳しくは、14ページに示す手順に従ってください。 

八ードウェアのセットアップには、オプションの取り付けや設置、周辺機器の接続に化 
えて、内部的なパラメータのセットアップも含まれます。ご使用じなる環境に合わせた 
パラメータの設をはオペレーティングシステムや管理用ソフトウェアと連携した機能を 
利用するために大切な手順のひとつです。 

3. システムのセットアップ 

オプションの取り付けや BIOS の設定といった八ードウェアのセットアップが終わった 
ら、八ードディスクのパーティションの設定やディスクアレイの設定、オペレーティン 
グシステムや管理用ソフトウェアのインス I -ールに進みます。 

く初めてのセットアップの場合> 

初めてのセットアップでは、お客様がミま文の際に指をされたインストールの状態に 
よってセットアップの方法が異なります。 

「カスタムインストール」を指定して購入された場合は、 Express サーバの電源を ON 
にすれば自動的にセットアップが始まります。セットアップの途中で表示される画面 
のメッセージに従って必要事項を入力していけばセットアップは完了します。 

「プレインストール」を指定して購入された場合か「ホインストール」にて購入された場 
合は、添付の CD - ROM 「 EXPRESS 目 UILDER 」 が提供する自動セットアップユーティ 
リティ「シームレスセットアップ」を使用します。シームレスセットアップでは、はじ 
めにセットアップに必要な情報を選択-入力するだけであとの作業はシームレス(切 
れ目な〇で自動的に行われます。 


導入編 
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く再セツトアップの場合> 


シームレスセットアップを使用してください。煩雑な作業をシームレスセットアップ 
が代わって行ってくれます。 

[インス I -ールする 0 S によってシームレスセットアップの手順び少しだけ変わります] 

本装置がサポートしている 0 S は次のとおりです。 

• Microsoft ® Windows ® 2000 Server 日本語版似降 、 [Windows 2000」と呼ぶ） 

• Microsoft ® Windows ® 2000 Advanced Server 日本語版 ( W 降 、 [Windows 2000」 
と呼ぶ） 

• Microsoft ® Windows NT ® Server 4.0 日本語版化 i 降 、 「Windows NT 4 .0」 と呼ぶ） 

• Microsoft ® Windows NT ⑤ Server 4.0 ，Enterprise Edition 日本語版 （ W 降、 
「Windows NT 4.0 EE 」 と呼ぶ） 

• Microsoft ® Windows NT ® Server 4.0, Terminal Server Edition ( JU 降 、 「Windows 
NT 4.0 / TSE 」 と呼ぶ） 

• Novell ® NetWare ® 4.2(日本語版)/5(日本語版)/5.1(日本語版）似降、 「 NetWare 」 
と呼ぶ） 

その他の OS をインス I -ールするときはお買い求めの販売店または保守サービス会社にお 
間い合わせ < ださい。 

「Windows 2000」、および 「Windows NT 4.0 」、 「Windows NT 4.0 EE 」 では、ディス 
クアレイの設をから管理用ソフトウェアのインス I -ールまでの作業をシームレスセット 
アップが行います。 

「Windows NT 4.0/ TSE 」 では、ディスクアレイの設定から保守用パーティションの作成 
までをシームレスセットアップが行います。じ(降の作業 ( OS のインストールや設定など)は 
マニュアルで行います。詳しくは r マニュアルセットアップ」 (52 ページ)をご覧ください。 

「 NetWare 」 では、ディスクアレイの設定から保存用パーティションの作成までをシーム 
レスセットアップで行います。じ(降の作業の S のインストールや設定など)はマニュアル 
で行います。詳しくは 「 NetWare のセットアップ」 （64 ページ)をご覧ください。 

4. 障害処理のためのセットアップ 

障害が起きたときにすぐに原因の見極めや解巧ができるよう障害処理のためのセット 
アップをしてください 。 Windows 2000や Windows NT に関しては本書で説明していま 
す。 NetWare については NetWare のマニュアルなどを参照してください。 

日.管理用ソフトウェアのインス!-ールとセットアップ 

出)荷時にインス I -ール済みの管理用ソフトウェアや、シームレスセットアップやマニュ 
アルでインス I -ールしたソフトウェアをお使いになる環境にあった状態にセットアップ 
します。また、 Express サーバと同じネットワーク上にある管理 PC じインス!-ールし、 
Express サーバを管理-監視できるソフトウェアもあります。併せてインストールして 
ください。詳しくは r ソフトウェア編」をご覧ください。 

目.システム情報のバックアップ 

保守 ユーティリティ「オフライン 保守 ユーティリティ」を 使って Express サーバのマザー 
ボード上にある設定情報のバックアップを作成します。マザーボードの故障などによる 
パーツ交換後じじ(前と同じ状態にセットアップするために大切な手順です。詳しくは34 
ページをご覧ください。 



各運用管理機能を利用するにあたって 


Express サーバで障害監視などの運用管理を行うには、 Express サーバに添がされた 

ESMPRO/ServerAgen し £31\/| ド 1^0/56 「ソ 6 「 1\/1311396 「または別売の同ソフ トウェアが 必要 

となります。この後で説明するセットアップ手順またはソフトウェアの説明書(別売の場合) 

じ従ってをソフトウェアのインス I -ールと必要な設定を行ってください。 

を運用管理機能を利用する際には、 t (下の点にごを意ください。 

ヴーノ（管理機能を利用するにあたって 

• CPU / メモリ縮退機能を利用する場合、および CPU やメモリを交換した場合は、 BIOS の 
コンフィグレーシヨンが必要です。「システム目 103 ( 1 60 ぺージ）」を参照して rcpu 
Reconfiguration 」 や 「Memory Reconfiguration 」 の名'項目を設定してください。 ( CPU / 
メモリ縮退機能は、化荷時の状態で自動的に働きます。） 

♦ サーバのをコンポーネント （ CPU / メモリ/ディスク/ファン)の使用状ミ兄の監視やオペレー 
ティ ング システムのストール監視な ど、 監視項目によっては E SMPR 0/ 
ServerManager 、 ESMPRO / ServerAgent でしきい值などの設定!が必要になります。詳 
細は、をソフトウェアに関する説明やオンラインヘルプなどを参照してください。 

ストレージ管理機能を利用するにあたって 

ディスクアレイシステムの管理を行うには、ディスクアレイコント□ーラボード（オプシヨ 

ン）と ESMPRO / ServerAgent に力□えて次のソフトウェアが必要です。 

• AMI ディスクアレイシステムを使用する場合 

- Power Console Plus をインストールしておく必要があります。「ソフトウェア編」 
の 「Power Console Plus けーバ)」の説明じ従って Power Console Plus けーバ）を 
インストールしてください。 

— Mylex ディスクアレイシステム用の Array Recovery Tool ( ART ) や自動クリーンアッ 
プツールは動作しませんが、自動クリーンアップツールと同様の目的の機能が 
Power Console Plus の機能の一部として提供されています。 AMI 製ディスクアレイ 
システムを構築する際は、ディスク稼働率や予防保守性を高めるためにも、本機能 
も併用されることをお勧めします（オンラインド车ュメント 「Power Console Plus 
ユーザーズマニュアル」の「定期的なチェックコンシステンシの実施」を参照してく 
ださい）。 

• Mylex ディスクアレイシステムを使用する場合 

- GAM ドライバ 、 GAM Server をインストールしておく必要があります。「ソフトウェ 
ア編」の 「Global Array Manager ( GAM )」 の説明に従って GAM ドライバ 、 GAM 
Server をインストールしてください。 

- Array Recovery Tool ( ART ) や自動クリーンアップツールを併用することにより、 
さらに、ディスク稼働率や予防保守性を高めることができます。 Mylex 製ディスクア 
レイシステムを構築する際は、 ART や自動クリーンアップツールも一緖にご利用さ 
れることをお勤めします。 
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• バックアップファイルシステムを使用する場合 

DAT 装置を使用する場合は、クリーニングテープを使って定期的にへ、ソドを清掃するよ 
うムがけてください。ヘッドのミちれはデータの読み書きエラーの原因となり、データを 
正しくバックアップ/リストアできなくなります。テープドライブやテープの状態を監視 
する r テープ監視ツール」を使用することをお勧めします。テープ監視ツールについては 
「ソフトウェア編」を参照してください。 

電源管理機能を利用するにあたって 

• 無停電電源装置 （ UPS ) を利用するには、専用の制御用ソフトウェア （ ESMPRO / 
UPSController 、 PowerChute 戶心ぶまたは、オペレーティングシステム標準の UPS サー 
ビスのセッ トアップが必要です。 

• 無停電電源装置 ( UPS ) を利用する場合、自動運転や停電回復時のサーバの自動起動など 
を行うには BIOS の設定が必要です。「システム BIOS (160 ページ）」を参照して、 
に ystem Hardware 」 メニューにある 「 AC - LINK 」 の設定をご使用になる環境じ合った設定 
に変更してください。 



お客様登録 

NEC では、製品ご購入のお客様に rClub Express 会員」への登録をご案内しております。添付の「お客様登 
録申込書」に必要事項をご記入の上、エクスプレス受付センターまでご返送いただくか 、 Club Express の 
インターネ 、ソ トホームページ 

http :// club . express . nec . co . jp / 

にてご登録ください。 



rClub Express 会員」のみなさまには、ご希望により Express 5800シリーズをご利用になる上で役立つ情 
報サービスを、無料で提供させていただきます。サービスの詳細は Club Express のインターネットホーム 
ページにて紹介しております。是非、ご覧ください。 


導入編 
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セットアップを始める前に 

セツトアップの順唐と参照するページを説明します。セツトアップは八ードウエアから始めます。 





Windows 2000インス I ルモデル 
には Express サーノ ' I ' 本体に Windows 
2000のプ□ダクトキーび記載された 
ID ラベルび貞占りつけ5れています。 
Windows 2000のセットアップや再 
インス I -ール時に必ず必要な情報で 
す。剥びしたりミちしたりしないようま 
意してください。ちし剔びれたりミちれ 
たりして見えなくなった場台はお買い 
求めの販売店または保守サービス会社 
に連絡してください。あ5かじめプロ 
ダクトキーの番号をメモし、他の添付 
品といっしよにメモを保管されること 
をお勧めしまず。 


/ 

Windows 2000 Server 



グ Product Kev: ' 

AAAAA-BBBBB-CCCCC-DDDDD-EEEEE 

111111111111111111111111111111111111 

\ 00000-000-000-000 ノ 




次の順唐で八ードウエアをセツトアップします。 


1. ラックを設置する。 （一 100ページ） 

2. 別途購入したオプションを取りがける。 （一 126ぺージ） 

• L 励 

Windows 2000 /Windows NT 4.0 をお使いの環境で次のオプションを増設した場合は、 OS の起 
動後に次の操作を行ってください。 

- DIMM を増設した場合は「ぺージングファイルサイズ」を設をし直してください。 

Windows 2000については30ぺージを、 Windows NT 4.0については46ぺージを参照してく 
ださし、。 

- Windows 2000で運用している Express サーバを 1CPU から 2CPU に増設した場合は、デバイ 
スマネージャの「コンピュータ」のドライバを 「ACPI マルチプロセッサ PC」 に変更し、その 
後、システムのアップデート （34 ぺージ）を行ってください。 

3. Express サーバをラック(こ取りがける。 （一 100ぺージ） 

4. ディスプレイ装置やマウス、キーボードなどの周辺装置を Express サーバに接続する。 (- >107 
ぺージ） 

己.添付の電源コードを Express サーバと電源コンセントに接続する。 （一 107ページ） 

6 . Express サーバの構成やシステムの用途(こ応じて BIOS の設定を変更する。 

162ページに示す設定例を参考にしてください。 



使用する OS に合わせて正しく設定してください。 BIOS のパラメータには、プラグ.アンド. 
プレイをサポートずるかどうかなどの項目もありまず。また、日付や時間び正しく設定されて 
いるか必ず確認してください。 
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システムのセツトアツ 



八ードウエアのセットアップを完了したら、お使いになるオペレーティングシステムじ合わ 
せて後述の説明を参照してください。再インス I ^ールの際にも参照してください。 


スタート 



システム情報のバック 

34ぺージ 

アップ 



セツトアップ完了 


*1 Windows 2000 Advanced Server も含む。 

*2 シームレスセットアップの保守用 y くーテ イシヨンの作成- 
保守用各種ユーテイリテイのインストールまでが!子ねれます。 


導入編 
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Windows 2000のセツトアップ 


八ードウエアのセットアップを完了してから 、 Windows 2000やシステムのセットアップをします。再イ 
ンストールの際にも参照してください。 


カスタムインス I ルモデルのセットアップ 


「ビルド•トゥ•才ーダー」じて r カスタムインストール」を指定して購入された Express サー 
パの八ードディスクは、お客様がすぐに使えるようにパーティションの設定から、 0 S 、 
Express サーバが提供するソフトウエアがすべてインストールされています。 

^ ここで説明する手順は、「カスタムインストール」を指定して購入された Express サーバで初 
めて電源を ON にするときのセットアップの方法(こついて説明しています。再セットアップ 

- をする場合や、その他の出荷状態のセツトアップをする場合は、「シームレスセツトアップ」 

を参照して < ださい。 


セツトアップをはじめる前に〜購入時の状態について〜 

セットアップを始める前に次の点について磕認してください。 


Express サーバの八ードウエア構成(八ードディ 
スクのパーティションサイズも含む）や八ード 
ディスクにインストールされているソフトウエア 
の構成は、購入前のお客様による才ーダー（ビル 
ド . トゥ . オーダー）によって異なります。 

ち図は、標準的な Express サーバの八ードデ イス 
クの構成について図解しています。 



空をエリア 

Microsoft Windows 
2000 

保守用パーティション 
(約 16MB) 


セツトアップの手順 


次の手順で Express サーバを起動して、セツトアップをします。 


1 . 周辺装置、 Express サーバの順に電源を ON にし、そのまま Windows 2000を起動する。 
[Windows 2000 Server セットアップ]画面が表示されます。 

2 . [次へ]ボタンをクリックする。 

[使用許諾契約]画面が表示されます。 

3. [同意します]にチェックをして、[次へ]ボタンをクリックする。 

]：> (降、使用者をやプ□ダクトキーなどの設定画面が次々と表示されます。 
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4. 画面の指示に従って必要な設定をする。 

セットアップの終了を知6せる画面が表示されます。 

己[完了]ボタンをクリックする。 

Express サーバが再起動します。 

巨.再起動後、システムに□グオンする。 

7. 30ページを参照して障害処理のためのセットアップをする。 

8 . 出荷時(こインストール済みのソフトウェアの設定、およびその確認をする。 

インストール済みのソフトウェアはお客様が購入時に指定したものがインストールされていま 
す。例として次のようなソフトウェアがあります。 

• ESMPRO/ServerAgent 

• エクスプレス通報サービス* 

• Global Array Manager Server * 

• Global Array Manager Client * 

• 自動クリーンアップツール* 

• Array Recovery Tool 

• Power Console Plus 

• ESMPRO / UPSController (本ソフトウェアを購入された場合のみ）* 

上記のソフトウェアで「*」巧のあるものは、お客様でご使用になる環境(こ合った状態(こ設定または 
確認をしなければな6ないソフトウェアを示しています。「ソフトウェア編」の 「 Express 本体用パ 
ンドルソフトウェア」を参照して使用環境に合った状態に設定してください。 

9. 34ページを参照してシステム情報のバックアップをとる。 

上でカスタムインストールで購入された本装置での初めてのセットアップは終了です。再 
セットアップをする際は r シームレスセットアップ」を使ってください。 


導入編 
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シームレスセツトアツ 



EXPRESS 巨 UILDER の r シームレスセツトアップ」機能を使って Express サーバをセツトアツ 
プします。 


r シームレスセットアップ」とは、八ードウエアの内部的な 
パラメータや状態の設をから OS(Wmdows 2000 - 
Windows NT 4.0 • Windows NT 4.0 EE ) 、各種ユー 
ティリティのインストールまでを添付の CD-ROM 
「 EXPRESS 巨 UILDER 」 をイちって切れ目なく（シームレス 
で)セットアップできる Express 5800シリーズ独自のセッ 
トアップ方まです。八ードディスクを購入時の状態と異 
なるパーティション設定で使用する場合や OS を再インス 
トールする場合は、シームレスセットアップを使用して 
ください。煩雑なセットアップをこの機能が代わって行 
います。 

シームレスセットアップは、セットアップを開始する前にセットアップに必要な情報を編集 
しフ□、ソピーディスクに保存し、セットアップの際にその情報を逐一読み化して自動的に一 
連のセットアップを進めるというものです。このとき使用されるフ□、ソピーディスクのこと 
を「セットアップ パラメータ FD 」 と呼びます。 

jl ： • 「セットアップパラメータ FD 」 とはシームレスセットアップの途中で設を•還がする情 
報が保存されたセットアップ用ディスクのことです。 

シームレスセットアップは、この情報を元にしてすべてのセットアップを自動で行いま 
す。この間は、 Express サーバのそばにいて設をの状況を確認する必要はありません。 
また、再インストールのときに前回使用したセットアップパラメータ FD を使用すると、 
前回と同じ状態に Express サーバをセットアップすることができます。 

• セットアップパラメータ FD は EXPRESSBUILDER パッケージの中のブランクディスク 
をご利用ください。 

• セットアップパラメータ FD は EXPRESSBUILDER にある「 Express 円 cnic ®」 を使って事 
前に作成しておくことができます。 

事前に「セットアップパラメータ FD 」 を作成しておくと、シームレスセットアップの間 
に入力や還がしなければならない項目を省略することができます。（セットアップパラ 
メータ FD にあるセットアップ情報は、シームレスセットアップの途中で作成•修正す 
ることもできます）。 Express サーバのイ也に Windows 95/98 、 Windows NT 3.51じ(降、 
または Windows 2 00 0で動作しているコンピユータがお手元にある場合は、 
ExpressPicnic を利用してあらかじめセットアップ情報を編集しておくことをお勧めし 
ます。 

ExpressPicnic を使ったセットアップパラメータ FD の作成方まについては、233ぺージ 
で説明しています。 
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OS のインス I -ールについて 

0 S のインス I -ールを始める前にここで説明するを意事項をよく読んでください。 


本装置がサポートしている 0 S について 

Windows 2000の中で Express 5800 /120 RC -2 がサポートしている OS は夕のとおりです。 

♦ Microsoft ® Windows ® 2000 Server 日本語版化 i 降 、 「Windows 2000」と呼ぶ） 

• Microsoft ® Windows ® 2000 Advanced Server 日本語版 （ JU 峰 、 「Windows 2000」と 
呼ぶ） 

Windows NT 4.0については、この後の項を参照してください。その他の OS をインス! 

ルするときはお買い求めの販売店または保守サービス会社にお問い合わせください。 


オプションの大容量記憶装置ドライバをインストールする場台 

オプションの大容量記憶装置ドライバをインストールする場合は、238ページの r オプショ 
ンの大容量記憶装置ドライバのインス!-ール」を参照して、セツトアップ情報ファイルを作 
成してください。 


巨 IOS の設定について 

Windows 2000をインス I ルする前に八ードウェアの目 IOS 設定などを磕認してくださ 
い。目 IOS の設定には 、 Windows 2000から採用された新しい機能ヴラグ•アンド-プレイ 
や US 目インタフェースへの対応など)に関する設定項目があります。160ページを参照して 
言女定してく A 1 さし、 


Windows 20001こつし、て 

Windows 2000は、シームレスセットアップでインストールできます。ただし、次の点に 
ついてを意してください。 

謂"〇 • インス!ルを始める前にオプションの増設や Express サーバ本体のセットアップ 
( BIOS やオプションボードの設定)をずベて完了させてください。 

• NEC び提供している別売のソフトウェアパッケージにも、インストールに関する説明 
書び添付されていまずび、本装置へのインストールについては、本書の説明を参照して 
<ださい。 

• シームレスセットアップを完了した後に30ページを参照して r メモリダンプの設定」な 
どの障害処理のための設定をしてください。 


ミラー化されているボリユームへのインス I "ールについて 

[ディスクの管理]を使用してミラー化されているボリュームにインストールする場合は、イ 
ンス I -ールの実行前にミラー化を無効にして、ベーシックディスクに戻し、インス!-ール完 
了後に再度ミラー化してください。 

ミラーボリュームの作成あるいはミラーボリュームの解除、および削除は[コンピュータの 
管理]内の[ディスクの管理]から行えます。 
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MO 装置の接続について 

Windows 2000をインストールするときじ MO 装置を接続したまま作業を行うと、インス 
I -ールに失敗することがあります。 MO 装置を外してインストールを最初からやり直してく 
ださい。 

A - ドディスクの接続について 

OS をインストールする八ードディスクを接続している SCSI コント□ーラ]: i 外の SCSI コント 
□ーラに八ードディスクを接続する場合は、 OS をインストールした後から行ってください。 


作成するパーテイシヨンサイズについて 


システムをインストールするパーティションの必要最ル限のサイズは、次の計算式から求め 
ることができます。 

1000 M 目+ページングファイルサイズ+ダンプファイルサイズ 

1000 MB =インストールに必要なサイズ 

ページングファイルサイズけ隹奨）二搭載メモリサイズ X 1.5 
ダンプファイルサイズ ニ搭載メモリサイズ+ 12 MB 

M-O • 上記ページングファイルサイズはデバッグ情報(メモリダンプ)採取のために必要なサイ 
ズです。ページングファイルサイズの初期サイズを r 推奨」値未満に設定ずると正確なデ 
バッグ情報(メモリダンプ)を採取できない場台があります。 

• 搭載メモリサイズび 4 GBiy 上で 、 Microsoft Windows 2000 Advanced Server 
日本語版をインストールする場合は、ページングファイルサイズを20目 0 MB に設定ず 
ることを推奨します。 

• 搭載メモリサイズび 2 GBiy 上の場合のダンプファイルサイズは、 「2048 MB +12 MB 」 
を目まとしてください。 

例えば、搭載メモリサイズが 512 M 巨の場合、必要最小限のパーティションサイズは、上記 
の計算方法から 


10001 VB + (512 MB X 1.5) + (512 M 目 + 12 MB ) = 2292 MB 


となります。 

■I ： シームレスセットアップでインストールしている場合は、2000 MB じ(上のパーティションサ 

I ヒン jTi イズを作成してください。 

ディスク構成について （ rMAINTE _ P 」 と表示されている領域について） 

ディスク領域に、 「 MAINTE _ P 」 と表示された領域が存在する場合があります。 



「 IVlAINTE _ P 」 

構成情報やユーティリティを保を 
するための保守用パーティション 
です。削除しないでください。 
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ダイナミックディスクへアップグレードした八ードディスクへの再インス I ^ールについて 

ダイナミックディスクへアップグレードした八ードディスクの既存のパーティションを残し 
たままでの再インストールはできません。 

既存のパーティションを残したい場合は、 CD - ROM 「 EXPRESS 目 UILDER 」 じ格納されてし^ 
るオンラインド丰ュメント 「Microsoft Windows 2000 Server/Microsoft Windows 2000 
Advanced Server インストレーションサプリメントガイド」を参照して再インストールして 
ください。 

インストレーションサプリメントガイドにもダイナミックディスクへのインストールに関す 
るを意事項が記載されています。 
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セツトアップの流れ 


シームレスセツ トアップで行う セツ トアップの流れを図に示します。 



おる M を意事項、制限事項の記載を読む 


確認 


■ Nom インストールち法を選択ずる 


フ□ッピーディスクをセツトずる 


■中止 ■ セットアップパラメータフアイルを選択する 


新規ファイル 


’既をのファイル 


OS を選択する 


セツトアップパラメータフアイルのチェック 


正常 


再選択 
■び必要 ■ 
な場合 


異常設定の確認-修正を行ラか選択ずる 

I 左点なぃ I 


設定を確認-入力をずる 


OK 


■再選択 ■ 


Windows CD 书 OM をセツトする 


ソフトウエア使用許諾契約に同意する 


自動インストール 

i 

自動□グオン 


ディスクアレイのコンフィグレーシヨン 

i 

再起動 

i 

保守用パーティシヨンの作成 

i 

再起動 

i 

各種ユーティリテイのインス I ル 


再起動 


《2 


OS 八ーテイシヨンの作成 

i 

再起動 

i 

OS パーテイシヨンのフォーマット 

i 

NEC モジュールのコピー 

i 

選択したアプリケーシヨンのモジュールのコピー 


再起動後、 


インストール終了 


[ 


J ： 入力や選択び必要な作業 
1：自動的に作業び進む内容 


《1ディスクアレイコント□-ラボードを搭載しているモデルで、コンフィグレーシヨンを行う設定をしている 
場合のみ。 

《2 OS の選択で[その他]または [ NetWare ] を選択したときはここで終了ずる 
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セツトアップの手順 


次にシームレスセットアップを使ったセットアップの手順を説明します。 

セットアップパラメータ FD を準備してください。事前に設をしたセットアップパラメータ 
FD がない場合でもインス!-ールはできますが、その場合でも MS-DOS 1.44 M 目フォーマッ 
卜済みのフ □、ソ ピーディスクが1枚必要となります。セットアップパラメータ FD は 
EXPRESS 目 UILDER パ、ソケージの中のブランクディスクを使用するか、お客様でフ□、ソピー 
ディスクを1枚用意してください。 


システムの構成を変更した場合は r システムのアップデート」を行ってください。 

Windows 2000の起動後にグラフィックアクセラレータドライバやネットワークアダ 
プタなどのドライバの変更、または追加する場合は、オンラインドキュメントの 
「Microsoft Windows 2000インストレーシヨンサプリメントガイド」を参照してく 
ださい。ただし、本装置のネットワークアダプタのドライバは Microsoft 標準のドライ 
バでず。変更または追加する場合は、下記を参照してください。 

Microsoft 管理 コンソールのへルプー 「デバイス マネージャ」一 r デバイスドライ 
パを更新または表示する」一「デバイスドライバを更新または変更ずるには」 


1. 周辺装置、 Express サーバの順(こ電源を ON (こする。 

2. Express サーノ\の CD-ROM ドライブ、(こ CD-ROM「EXPRESS 目 UILDER 」をセツトする。 

3. CD-ROM をセツトした6、リセ、ソトするレ Ctrl> + <Alt> + <Delete> キーを押す）か、電源を 
OFF/ON して Express サーバを再起動する。 

CD-ROM か6システムが立ち上がり、 EXPRESS 目 UILDER が起動します。 


4. Express サーバで使用するキーボードを 
選択する。 

EXPRESSBUILDER を初めて起動する 
と、キーボードの選択メニューが現れま 
す。このメニューは、1度設定を行うと 
じ(降は表示されません。 

しば6 くすると 「EXPRESSBUILDER 
トップメニュー」が表示されます。 

己.[シームレスセットアップ]をクリックす 

な0 

「お願い」が表示されます。 


Express 己800シリーズ EXPRESSBUILDER Ver2.xxx-x Copyri 呂 ht に） NEC Corporation , 


[悼-ポ-ド選妍 
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巨. 記載内容をよく読んでか6[確認]ボタン 
をクリ 、ソク する。 

「セッ ト アップ パラメータ FD を挿入して 
ください。」というメッセージが表示され 
ます。 


お願い 

wm : m シームレスセットアップ終了後、セットアップ情報をバックアップする 
•-なことをお勧めしまず。バックアップ情報が無いときは、修理復旧時に 
お客様の装置固有の情報や設定を復旧でさな< なりまず。 
バックアップは、空きフロッピィディスクを1枚準備して、ツールで 
オフラインな守ユーテイリテイの r システム情報の管理」か5「退避」 
を選択して < ださい。 


[{ fig ] [戻5 ] 


7. 「セットアップパラメータ FD」 をフ □、ソ ピーディスクドライブにセットし、施飄ボタンをクリッ 
クする。 

I チェック I 

「セットアップパラメータ FD」 をお持ちでない場合でも、 1.44M 目のフォーマット済みフ □、ソ 
ピーディスク（ブランクディスク）をフ□、ソピーディスクドライブ(こセツトし、[確認]ボタンを 
クリックしてください。 


[設定済のセットアップパラメータ FD をセットした場合] 

セットした r セットアップパラメータ FD」 内のセットアップ情報ファイルが表示されます。 

①インストールに使用するセットアップ情報ファイル 
をを選択する。 

選択されたセ、ソトアップ情報ファイルに修正でき 
ないような間題がある場合（たとえば 
ExpressPicnic Ver.SJU 前で作成される 「Picnic- 
FD」 をセットしているときなど）、再度 r セットアッ 
プパラメータ FD」 のセットを要求するメッセージが 
表示されます。セットしたフ□、ソピーディスクを 
確認してください。 

セットアップ情報ファイルを指定すると、「セットアップ情報ファイルのパラメータの確認、 
修正を行いますか」というメッセージが表示されます。 

③確認する場合は[確認]ボタンを、確認せず(こそのままインス!-ールを行う場合は、[スキッフ°] 
ボタンをクリックする。 

[確認]ボタンをクリ、ソクー手順8へ進む 
[スキツフ°]ボタンをクリ、ソクー手順9へ進む 
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[ブランクディスクをセットした場台] 

①[ファイル名： （A)] の下じあるボックス部分をクリッ 
クするか、 <A> キーを押す。 

入カボックスが表示されます。 

③ファイルをを入力する。 

[オペレーティングシステムインストールメニュー] 
が表示されます。リストには、装置がサポートして 
いる 0S が表示されます。 



③リストボックスか6インストールす 
る [Windows 2000] を選択する。 


Express 己800シリーズ EXPRESSBUILDER Ver2.xxx-x Copyri 呂 ht(C) NEC Corporation 2001 


[ オペレーテイングシステムインスIルメニュー 1 


Windows NT 
NetWare 
その他 
戻る 


セッ巧の。情報の入力/醒 
テ’’イスクアレイ]ンフイグレ-シヨン 
各疆うィリティのインストル 
システム]ンフベ’、レ-シヨン 
，トティシヨンの作成 
n 。 うィシヨンの丸づツト 
NEC モシ"]-ルの：1ピ- 
OS CD-ROM の北° - 
自動かげツ7の開始 


8 . 0S のインストール中に設定する内容を確 
認する。 

Express サーバ本体(こ ディ スクアレイコ 
ント□ーラボードが搭載されている場合 
は、[アレイディスクの設定]画面が表示 
されます。設定内容を確認し、必要な6 
修正を巧ってか6 [次へ]ボタンをクリツ 
クしてください。 


[?い卜'ィ巧の語定] 

テ"ィスタ巧/イ;>ントロづ 



■f ドィ巧の設定 

_ II する 

I 

RAID の作巧 

I 巧な RAID を巧巧する 

I 

接続ドィ巧の卜-如数 


I 

的馆巧ぶするドけ嫩 


I 

がックを巧がずる RAID 


I 

ライトトト''の匯綻 


I 

ラ仆トドの巧^頁 


I 


ISiSiA I I ホへ 

. I I 、の。 I 


•L[12E] 


AM I 社製のディスクアレイコントローラを使用したシステムで新規に RAID を作成する場合、必 
下の2つの条件に当てはまるとパックに含まれなし、物理ディスクがホットスペア(スタンバイ）に 
設をされます。 

• パックに含まれない物理ディスクが1台のみ存在する。 

• 作成するシステムドライブ(論埋ドライブ)に冗長性のある RAID レベル （ RAID 1/ RAID 5 など） 
を指をした。 
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次(こ、 [ NEC 基本情報]画面が表示されま 
す。設定内容を確認し、必要な6修正を 
行ってか6 [次へ]ボタンをクリックして 
ください(画面中の r 対象マシン」は機種に 
よって表示が異なります）。 

]：> (降、画面(こ表示される[次へ]、[戻 
る]、[ヘルフ°]ボタンをクリックして設定を 
確認しなが6画面を進めて<ださい。設 
定内容は必要に応じて修正して<ださ 
し、 


w-OI^ 

• os をインストールするパーティションは、必要最小限 m 上のサイズで確保してください。 

• 「パーティションの使用方法」で r 既存パーティションを使用する」を選択ずると、最初のパー 
ティション (保守用パーティションを除く） の情報はフオーマツ 卜され、ずべてなくなりま 
す。それ似がのノくーテイシヨンの情報は保持されます。下図は、保守用ノくーテイシヨンび用 
意されている場合に情報び削除されるパーティションを示していまず。 


第1パーテイシヨン 

<保守用パーテイシヨン> 

第2パーテイシヨン 

第3パーテイシヨン 

第4八ーテイシヨン 

保持 

削除 

保持 

保持 


• 設定内容に不正がある場合は、次の画面には進めません。 

• 前画面での設定内容との関係でエラーとなり、前画面に戻って修正し直さなければな5ない 
場合もありまず。 

• セットアップの途中で 、 Windows 2000をインス!ルするパーティションを設定する 
画面び表示されます。このとき表示される先頭にある1目 MB の領域は、 Express 已800シ 
リーズ特有の構成情報や専用のユーティリティを保存ずるために使用されるパーティション 
です。この領域の削除は推奨しませんが、1目 MB の領域を確保させたくない場合は、マ 
ニユアルセットアップでインス!ルを行ってください。シームレスセットアップでは削除 
でさません。 

• 「パーティションの使用方法」で r 新規に作成する」を選択したとき、「パーティション」の設 
定値は実領域 m 上の値を指定しないでください。 

• ダイナミックディスクへアップグレードした八ードディスクに対して r パーティションの指 
定方法」で r 既存のノ くーティションを使用する」は設定しないでください (2 1ページ参照)。 

• 「パーティション」に2000 MB 似がを指定した場合は NTFS へのコンパ’ートび必要でず。 

• 「パーティションの使用方法」で r 既存パーティションを使用ずる」を選択したとき、流用ず 
るノくーティション m 夕 K 保守領域を除く）にノくーティションが存在しなかった場合、そのディ 
スクの最大領域を確保して Windows 2000をインス I ルします。 

• 「サービスパックの適用」で「する」を選択する場合は、パーテイシヨンサイズを409己 MB 
m 上に設定してください。 


•L 回 

• [ NEC 基本情報]画面にある[再読込]ボタンをクリックすると、セットアップ情報ファイル 
の還ネ尺画面に戻ります。[再読込]ボタンは、 [ NEC 基本情漸画面にのみあります。 

• [コンピュータのお割]画面にある[終了]ボタンをクリックすると、その後の設をはシーム 
レスセットアップの既を値を自動的に還択して、インストールを行います。 

設定を完了すると自動的に再起動します。 


<表示例> 
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9. オプションの大容量記憶装置ドライバの 
モジュールをコピーする。 

オプションの大容量記憶装置ドライバをイ 
ンストールする場合は、大容量記憶装置に 
添付されているフ□、ソピーディスクをフ 
□、ソピーディスクドライブじセツトし、 
メッセージじ従って操作してください。 


10. 追加するアプリケーションをインストー 
ルする。 

シームレスセットアップに対応しているア 
プリケーションを追加でインストールする 
場合は、メッセージが表示されます。 

11. メッセージじ従って CD-ROMrEXPRESSBULDER」 とセットアップパラメータ FD を CD-ROM ド 
ライブとフ□、ソピーディスクドライブか6取り化し、 Windows 2000 CD-ROM を CD-ROM ドラ 
イブ(こセットする。 

[ソフトウIア使用許諾契約]画面が表示されます。 


次の使用許諾契約をお読みぐださい。 
PageDown 卜を使ってス如-ルしてくだをし、。 


Windows 2000のライセンスに同意されまずか？ 

[同意しません]を選ぶとセットアッ T を中止します。 

Windows 2000をインスト-ルするには、この契約への同意が必要です。 

I 同意しまず I [j 司意しません] 



• 同意しないと、セットアップは終了し 、 Windows 2000はインス!ルされません。 

• 「 Netware 用ゲートウエイ（とクライアント)ヴービス」をインストールするように設定して 
し、る場 S ま、最初の□グオン時に 「 Netware 用ゲートウエイ（とクライアント)サービス」の 
詳細設定を行うように画面がポップアップされます。適切な値を設定してください。 

13. NEC 基本情報で r サービスパックの適用」を[する](こした場合は、次の操作をする。 

① Windows 2000 CD-ROM を CD-ROM ドライブか6取り化す。 

② メッセージ(こ従って Windows 2000 Service Pack1U 降の CD-ROM を CD-ROM ドライブ(こ 
セットする。 

Windows 2000と指定したアプリケーシヨンは自動的にインストールされ、システム(こ□グオン 
します。 


12. よく読んでか6、同意する場合は、[同意 
します]ボタンをクリックするか、 <F8> 
キーを押す。同意しない場合は、[同意し 
ません]ボタンをクリックするか、 <F3> 
キーを押す。 


追加ずるアプリケーションのインストール 
媒体を CD - ROM またはフ□ッピーディスク 
ドライブに挿入してください。 

foK I 「終了 1 


r 大容量記憶装置用 OEM - FDJ をフ□ッピーディスク 
ドライブに挿入して < ださい。 


rOK ] I ，倍了 1 


導入編 


27 


























14. ネットワークドライバの詳細設定をする。 

標準装備のネットワークドライバは、自動的(こインストールされますが、転送速度と Duplex モー 
ドの設定が必要です。 

①スタートメニューか6[設定]をポイントし、[ネットワークとダイヤルアップ接続]をクリック 
する。 

[ネットワークとダイヤルアップ接続]ダイア□グボックスが表示されます。 

③ [□一カルエリア接続]アイコンをちクリックし、ポップアップメニューか6[プ□パティ]を 
クリ 、ソク する。 

[□一カルエリア接続のプ□パティ]ダイア□グボックスが表示されます。 

③ [構成]ボタンをクリックする。 

ネットワークアダプタのプ□パティダイア□グボックスが表示されます。 

④ [詳細設定]タブをクリックし 、 [Link Speeds Duplex ] を HUB の設定値と同じ値に設定する。 

⑥ネッ トワ- クアダプタのプ□パティダイア□グボックスの [0 K ] ボタンをクリックする。 

⑥[□-カルエリア接続のプ□パティ]ダイア□グボックスの [0 K ] ボタンをクリ、ソクする。 

また、必要に応じてプ□トコルやサービスの追加/削除をしてください。[ネットワークとダイヤ 
ルアップ接綱か6□—カルエリア接続のプ□パティダイア□グボックスを表示させて巧います。 

•LE12E] 

サービスの追加にて、 [ネッ トワークモニタ]を追加することをお勧めします。 [ネット ワークモ 
二夕]は、 [ネッ トワークモニタ]をインストールしたコンピュータが送受信するフレーム（また 
はパケット）を監視することができます。ネットワーク障害の解がなどに有効なツールです。イ 
ンストールの手順は、この後の「障害処理のためのセットアップ」を参照してくださぃ。 

1已 . Windows 2000で 1.2 M バイトのフ□、ソピーディスクを使用したい場合は、フ□、ソピードライバ 
をアップデートする。 

①スタートメニューか6[プ□グラム]、[管理ツール]の順でポイントし、[コンピュータの管理] 
をクリ 、ソク する。 

[コンピュータの管理]ダイア□グボックスが表示されます。 

③[デバイスマネージャ]をクリックする。 

デバイスの一覧が表示されます。 

③ CD - ROM 「 EXPRESS 目 ULDER 」 を CD - ROM ドライブ、にセットする。 

[コンピュータの管理]ダイア□グボックスが表示されます。 

④ デバイスの一覧より[フ□、ソピーディスクコント□-ラ]、[標準フ□、ソピーディスクコント 
□ーラ]の順でダブルクリ、ソクする。 

[標準フ□、ソピーディスクコント□ーラのプ□パティ]のダイア□グボックスが表示されます。 

⑥ [ドライバ]タブをクリックし、[ドライバの更新]ボタンをクリックする。 

[デバイスドライノ \'のアップグレードウィザード]ダイア □ グボ、ソクスが表示されます。 

⑥[デバイスドライバのアップグレードウィザー鬥で[次へ]ボタンをクリックし、「八ードウエ 
アデバイスドライバインストール」画面を表示する。 

⑩[八ードウエアデバイスドライバインストール]画面で[このデバイスの既知のドライバを表示 
して、その一覧か6選択する]ボタンをクリックし、[次へ]ボタンをクリックする。 

[デバイスドライバの選択]画面を表示します。 
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⑩[デバイスドライバの選択]画面で、[ディスク使用]ボタンをクリックする。 

[フ□、ソピーディ スウからインス トール]ダイア□グボックスが表示されます。 

⑨ rCD - ROM のドライブ: ¥ WINNT ¥ W 2 K ¥ FL 0 PPY ¥ NS 」 と入力し、 [0 K ] ボタンをクリックする。 
モデルに 「NEC 3 mode floppy disk controller 」 が表示されます。 

⑩ [次へ]ボタンをクリックする。 

[デバイスドライバのインストール開始]画面が表示されます。 

⑩[次へ]ボタンをクリックする。 

ファイルのコピーが始まります。ファイルのコピー中(こ、[デジタル署をが見つかりませんで 
した]のダイア□グボックスが表示されます。 

⑩[はい]ボタンをクリックする。 

コピー処理が終了し、[デバイスドライバのアップグレードウィザードの完了]画面が表示さ 
れます。 

⑩[完了]ボタンをクリックする。 

[NEC 3 mode floppy disk controller のプ□パティ]画面が表示されます。 

( 9 ) [閉じる]ボタンをクリックする。 

[システム設定の変更]ダイア□グボックスが表示される場合があります。この場合、[いいえ] 
ボタンをクリックしてください。 

® デバイスの一覧より[フ□、ソピーディスクドライブ]、[フ□、ソピーディスクドライブ]の順で 
ダブルクリックする。 

[フ□、ソピーディスクドライブのプ□パティ]のダイア□グボックスが表示されます。 

® [ドライバ]タブをクリックし、[ドライバの更新]ボタンをクリックする。 

[デバイスドライバのアップグレードウィザー鬥ダイア□グボックスが表示されます。 

⑩ iU 降、[標準フ□、ソピーディスクコント□-ラのプ□パティ]と同様の操作で実行し 、 [NEC 
3 mode floppy disk drive のプ□パティ]画面が表示されるまで作業を続ける。 

途中で表示されるモデルは 「NEC 3 mode floppy disk drive 」 と表示されます。 

@ [NEC 3 mode floppy disk drive のプ□パティ]画面で[閉じる]ボタンをクリ、ソクする。 

[システム設定の変更]ダイア □ グボ、ソクスが表示されます。 

@ [はい]ボタンをクリックしシステムの再起動を実行する。 

再起動後、3モードフ□、ソピードライバが有効となります。 

1目. オプションのデバイスでドライバをインストールしていないものがある場合は、オプションに添 
付の説明書を参照してドライバをインストールする。 

17. 次ページの r 障害処理のためのセットアップ」を参照してセットアップをする。 

18. 34ページを参照してシステム情報のバ、ソクアップをとる。 

U 上でシームレスセットアップを使ったセットアップは完了です。 
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障書処理のためのセットアップ 

障害が起きたとき、より早く、確実に障害から復旧できるように、あらかじめ次のような 
セツトアップをしておいてください。 


メモリダンプ(デバッグ情報)の設定 

Express サーバ内のメモリダンプ（デバッグ情報）を採取するための設定です。 

n-O メモリダンプのを意 

♦ メモリダンプの採取は保守ヴービス会社の保守員び行います。お客様はメモリダンプの 
設定のみを行ってください。 

• ここで示す設定後、障害び発生し、メモリダンプを保存するために再起動すると、起動 
時に仮想メモリび不足していることを示すメッセージび表示される場合びありますび、 
そのまま起動してください。起動し直すと、メモリダンプを正しく保存でをない場台び 
ありまず。 


次の手順に従って設ちします。 

1. スタートメニューの[設定]をポイントし、[コント□-ルパネル]をクリックする。 
[コント□ールパネル]ダイア□グボックスが表示されます。 


[システムのプ□パティ]ダイア□グボックスが表示されます。 


2. [システム]アイコンをダブルクリックする。 


3. [詳細]タブをクリックする。 

4. [起動/回復]ボタンをクリックする。 
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日.テキストボックス(こデバッグ情報を書き 
込む場所を入力する。 

< D ドライブに 「 MEMORY . DMP 」 という 
ファイル名で書き} A む場合> 


D:¥MEMORY.DMP 


w-OiM 

• デバッグ情報の書を込みは[カーネルメモリダンプ]を指定ずることを推奨します。 

• Express サーバに搭載しているメモリ容量 +12MB1U 上の空き容量のあるドライブを指定 
して < ださい。 

• メモリを増設した場 S ホ、採取されるデバッグ情報(メモリダンプ)のサイズび変わります。 
デバッグ情報(メモリダンプ)の書き込み巧の空き容量の確認を行ってください。なお、搭 
載メモリサイズび 2GBiy 上の場合のダンプファイルサイズの最大は2048 MB となりま 
す。空き容量は [2048MB+12MB」 を目まにしてください。 


6 . [パフォーマンスオプション]ボタンをクリ、ソクする。 

7. [仮想メモリ]ダイア □ グボ、ソクスの[変更]ボタンをクリックする。 

8 . [選択したドライブのページングファイルサイズ]ボックスの[初期サイズ]を[推奨]値]:>(上に変更 
し、[設定]ボタンをクリックする。 



• ^^、ず03パーティションに上記のサイズで作成してください。ページングファイルの[初期 
サイスを r 推奨」値未満に設定ずると正確なデバッグ情報(メモリダンプ)を採取できない場 
合びあります。 

• 「推奨」値については、 r 作成ずるパーティションサイズについて (20 ぺージ)」を参照してく 
ださい。 

• 障害発生時に備えて、事前にダンプスイッチを巧し、正常にダンプび採取できることの確 
認を行うことをお勧めします。 

• メモリを増設した際は、メモリサイズに台ねせてぺージングファイルの再設定を行ってくだ 
さい。 


9. [0 K ] ボタンをクリックする。 

設定の変更内容によってはシステムを再起動するようメッセージが表示されます。メッセージに 
従って再起動して<ださい。 



導入編 


31 































ワトソン博±の設定 


ダンプシンボル テーブル 
すべてのスレツドコンテキストをダンプ 
既存の□グファイルに追加 
クラッシュダンプファイルの作成 


それぞれの機能の説明じついてはオンラインヘルプを参照してください。 
巨. [0 K ] ボタンをクリックする。 


Windows 2000ワトソン博±はアプリケーシヨンエラー用のデバ、ソガです。アプリケーシヨ 
ンエラーを横化すると Express サーバを彰断し、彰断情報（□グ ) を記録します。彰断情報を 
採取できるよう次の手順に従って設定してください。 

1. スタートメニューの[ファイルをを指定して実行]をクリ 、ソク する。 


2. 陷前ボックスに rdrwtsn 32. exe 」 と入力 
し、 [ OK ] ボタンをクリックする。 

[Windows 200〇ワトソン博±]ダイア □ 
グボックスが表示されます。 


ファイルるを指ミして実巧 


立ぶ] 


a 

名ぉ霉 〇 I 


る、インタ-ネットリリソ-スをを入力してください。 


I rwtsn32.exe| 


n キャンセル I 


zi 

を昭を)...」 


3. [□グファイルパス]ボックス(こ彰断情報 

の保を先を指定する。 

rDRWTSN 32. LOG 」 というファイルをで 
保をされます。 




ネットワークパスは指定できません。 
□一カルコンピュータ上のパスを指定 
してください。 


4. [クラ 、ソ シュダンプ]ボックス(こクラ、 ソ 
シュダンプファイルの保存先を指定す 
る。 


•L 回 


「クラッシュダンプファイル」は 
Windows Debugger で読むことができ 
るバイナリファイルです。 


□クファイイバス (L〉： |s¥AII Users¥ Docu ments¥ Dr Watson 
クラッシュ 4 ヴを)： |C：¥Documents and Settings¥All Us 
霸ら VB ソ^'^^ 

インストラクションの数取 |To 

巧なするエラ-数(曲 



r 庐缉 K " ヴ"ジジボ化"すこブ化’(邸， 

P すべてのスレッド ] ンテキストる•ンプ(か 
W 巧巧の□ヴファイル[こ過]日(目 I 
厂タッセ-ジボックスじよる巧灿 I 
厂音による巧かを） 

W クラッシュタンプファイルの巧 i 



己.[オプション]ボックスにある次のチェックボックスをオンにする。 


□ □ □ □ 
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ネットワークモニタのインス I ル 

ネットワークモニタを使用することにより、ネットワーク障害の調査や対処に役立てること 
ができます。ネットワークモニタを使用するためには、インス!-ール後、システムの再起動 
を行う必要がありますので、障害が発生する前にインストールしておくことをお勧めしま 
す。 

1 . スタートメニューか6[設定]をポイントし、[コント□-ルパネル]をクリックする。 

[コント□ー ルパネル]ダイア □ グボ、ソクスが表示されます。 

2 . [アプリケーションの追加と削除]アイコンをダブルクリ、ソクする。 

[アプリケーションの追加と削除]ダイア□グボックスが表示されます。 

3. [ Windows コンポーネントの追加と削除]をクリ、ソクする。 

[ Windows コンポーネントウィザード]ダイア□グボックスが表示されます。 

4. コンポーネントの[管理とモニタツール]チェックボックスをオンにして[次へ]ボタンをクリック 
する。 

曰.ディスクの挿入を求めるメッセージが表示された場合は 、 Windows 2000 CD - ROM を CD-ROM 
ドライブ(こセットして [ OK ] ボタンをクリックする。 

目. [ Windows コンポーネントウィザード]ダイア□グボックスの[完了]ボタンをクリックする。 

7. [アプリケーションの追加と削除]ダイア□グボックスの[閉じる]ボタンをクリックする。 

8 . [コント□—ルパネル]ダイア □ グボ、ソクスを閉じる。 


ネットワークモニタは、スタートメニューから[プ□グラム]一[管理ツール]をポイントし、 
[ネットワークモニタ]をクリックすることにより、起動することができます。 

操作の説明については、オンラインヘルプを参照してください。 


管理ユーティリティのインスI-ール 

添付の CD - ROMrEXPRESSBUILDER 」 には、 Express 5800/1 20 Rc -2 監視用の 「 ESMPRO / 
ServerAgent 」 、および Express サーバ-ワークステーシヨン管理用の 「 ESMPRO / 
56「ソ6「1\/|911396「」などが収録されています。 ESMPRO / ServerAgent は、シームレスセット 
アップで自動的にインス I -ールすることができます。 

[スタート]メニューの[プ□グラム]にインストールしたユーティリティのフォルダがあるこ 
とを磕認してください。シームレスセットアップの設定でインストールしなかった場合は、 
第3編の r ソフトウエア編」を参照して個別にインス I '''ールしてください。 

ューティリティには、ネットワーク上の管理 PC にインストールするものもあります。詳し 
くは第3編の「ソフトウエア編」を参照してください。 
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システムのアップデート 〜 Service Pack の適用〜 

システムのアップデートは次のような場合に行います。 

• CPU を増設（シングルプ□セ、ソサからマルチプ□セ、ソサへ増設）した場合 
• システム構成を変更した場合 
• 修復プ□セスを使用してシステムを修復した場合 

管理者権限のあるアカウント 
( Administrator など）で、システムに□グイ 
ンした後、 CD - ROMrEXPRESS 巨 UILDER 」 

を Express サーパの CD - ROM ドライブじ 
セットしてください。 

表で:された画面「マスターコント □ ールメ 
ニュー」の [ソフトウ エアのセッ トアップ] を 
左クリックし、メニューから[システムの 
アップデート]をクリ、ソクすると起動しま 
す。 W 降は画面に表示されるメッセージに 
従って処理を進め 、 Service Pack を適用し 
てください。 


システム情報のノ（ックアップ 

システムのセットアップが終了した後、オフライン保守ユーティリティを使って、システム 
情報をノ \、ソクアップすることをお勤めします。 

システム情報のバックアップがないと、修理後にお客様の装置固有の情報や設をを復旧（リ 
ストア）できなくなります。次の手順に従ってバックアップをとってください。 

1. 3.日インチフ□、ソピーディスクを用意する。 

2. CD - ROMrEXPRESSBULDER 」 を Express サーバの CD - ROM ドライブじセットして、再起動する。 
EXPRESS 目 ULDER か6起動して [ EXPRESSBULDER トップメニュー]が表示されます。 

3. [ツール]一[オフライン保守ユーティリティ]を選ぶ'。 

4. [システム情報の管理]か6 [退避]を選択する。 

iU 降は画面に表示されるメッセージに従って処理を進めて < ださい。 
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Windows NT ん〇のセットアップ 

八ードウエアのセットアップを完了してから 、 Windows NT 4.0やシステムのセットアップをします。再 
インストールの際にも参照してください。 



EXPRESSBUILDER の r シームレスセットアップ」機能を使って Express サーバをセットアッ 
プします。 

r シームレスセツトアップ」に関する説明やヒントは18ページを参照してください。 


OS のインス I -ールについて 

OS のインス I -ールを始める前にここで説明するを意事項をよく読んでください。 


本装置がサポートしている OS について 

Windows NT の中で Express 5800 /120 RC -2 がサポートしている OS は次のとおりです。 

• Microsoft ® Windows NT ® Server 4.0 日本語版似降 、 「Windows NT 4.0」と呼ぶ） 

• Microsoft ® Windows NT ® Server 4.0, Enterprise Edition 日本語版似降 、 「Windows 
NT 4.0 EE 」 と呼ぶ） 

• Microsoft ® Windows NT ® Server 4.0, Terminal Server Edition 化 i 降 、 「Windows NT 
4.0 / TSE 」 と呼ぶ） 

Windows 2000については、この前の項を参照してください。その他の OS をインストール 
するときはお買い求めの販売店または保守サービス会社にお問い合わせください。 


オプションの大容量記憶装置ドライバをインストールする場合 

オプションの大容量記憶装置ドライバをインス I -ールする場合は、238ページの「オプショ 
ンの大容量記憶装置ドライバのインス!-ール」を参照して、セツトアップ情報ファイルを作 
成してください。 


Windows NT 4.0 - Windows NT 4.0 EE について 

Windows NT Server 4.0 日本語版 （Windows NT 4 .0) と Windows NT Server 4.0, 
Enterprise Edition 日本語版 (Windows NT 4.0 EE ) は、シームレスセットアップですべて 
インストールできます。ただし、次の点についてを意してください。 

M-O • インス!ルを始める前にオプションの増設や Express ヴーバ本体のセットアップ 
(BIOS やオプションボードの設定)をずベて完了させてください。 

• NEC び提供している別売のソフトウェアパッケージにも、インス!ルに関する説明 
書が添付されていまずび、本装置へのインストールについては、本書の説明を参照して 
<ださい。 

く次ぺ—ジへ> 
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r プレインス I -ールモデル」で初めて電源を ON にする場合について 


グラフィックスアクセラレータドライバはシームレスセットアップの完了後に己己ぺ一 
ジの r ドライバのインストールと詳細設定」を参照してインストールしてください。初め 
てのセットアップでは r グラフィックスアクセラレータボードの設定」で他のボードを設 
定しても標準 VGA でインス!ルされます。この手順は、「プレインスIルモデル」 
で初めてセットアップをする場合にのみ必要となります。その他のモデルや、再セット 
アップの時には必要ありません。 

• Service Pack について 

シームレスセットアップでは 「Service Pack 己」降を適用することびできまず。 
Service Pack 5より前のパージョンを適用したい場合は、セットアップ情報フアイ 
ルの作成時に r ヴービスパックの適用」の項目で r しない」を選択してセットアップを行 
し、、 Windows NT 4.0の起動後に、己1ぺージを参照して「システムのアップデート」 
を巧ってください。（装置に添付されていない Service Pack を適用する場 S ま、お客 
様で CD-ROM を用意してください。） 

• シームレスセットアップを完了した後に4目ぺージを参照して r メモリダンプの設定」な 
どの障害処理のための設定をしてください。 

M 0 装置について 

インス I -ール時に M 0 装置を接続したままファイルシステムを NTFS に設定すると、ファイ 
ルシステムが正しく変換されません。 M 0 装置を外してインス I -ールを最初からやり直して 
ください。 

搭載メモリについて 

3 G 目を超えるメモリを搭載した Express 5800には Windows NT 4.0をインス I -- ルできま 
せん。 


いったんメモリを取り外して 3 G 目 t (下にしてからインス I -ールしてください。 

搭載しているメモリの容量は電源を ON にした後、画面に表示されるメモリチェックのカウ 
ンタなどで5在認してください。 


ディスク構成について 

■ 「曰 SA ユーティリティ」と表示されている領域について 

ディスク領域に、忙 ISA ユーティリティ」と表示された領域が存在する場合がありま 
す。 



最初のパーティション 
構成情報やユーティリティを保を 
するための保守用パーティション 
でず。削除しないでください。 


2つ目のパーティション 
存在しない場合もあります。存在 
する場合は、削除しても問題あり 
ません。 
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■ その他 

- OS をインストールする八ードディスクを接続している SCSI コント□ーラ]: i 外の 
SCSI コント□ーラに八ードディスクを接続する場合は、 0 S をインストールした 
後から行ってください。 

-ルータを越えたプライマリドメインコント□ーラのバックアップドメインコント 
□ーラを作成する場合は、シームレスセットアップではなくマニュアルセット 
アップでインス I -ールしてください。 

-ディスクアドミニストレータを使用してミラー化されているパーティションにイ 
ンストールする場合は、インストールの実行前にミラー化を無効にして、イン 
スール完了後に再度ミラー化してください。 

■: ミラー化あるいはミラーの解除は、ディスクアドミニストレータの[フ ォール 

ぃ jT I トトレランス]メニューから行えます。 


作成するパーティションサイズについて 

システムをインス I -ールするパーティションの必要最ル限のサイズは、次の計算式から求め 
ることができます。 

200 MB +ページングファイルサイズ+ダンプファイルサイズ 

200 MB =インス I -ールに必要なサイズ 

ページングファイルサイズ(推奨）二搭載メモリサイズ+ 12 M 巨 
ダンプファイルサイズ ニ搭載メモリサイズ+ 12 M 巨 

M-O 上記ぺージングファイルサイズはデバッグ情報(メモリダンプ)採取のために最低限必要なサ 
イズです。 r 推奨」値 ly 上の値を設定してください。ページングファイルサイズの初期サイ 
ズを「推奨」値未満に設定ずると正確なデバッグ情報(メモリダンプ)を採取できません。 

例えば、搭載メモリサイズが 512 M 目の場合、必要最ル限のパーティションサイズは、上記 
の計算方法から 

200 MB + (512 MB + 12 MB ) + (512 MB + 12 MB ) =に 48 MB 
となります。 


その他の OS について 

Windows NT Server 4.0, Terminal Server Edition (Windows NT 4.0 / TSE ) に関するを意 
事項については、「マニュアルセットアップ (52 ページじ(降)」で説明しています。 

また 、 Windows NT 4.0 / TSE をシームレスセットアップでインス! -- ルする場合は、ディ 
スクアレイの設をから保守用パーティションの作成までをシームレスセットアップで行いま 
す。じ(降のインス!-ールやセットアップについては、「マニュアルセットアップ」で説明して 
います。 
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セツトアップの流れ 


シームレスセツ トアップで行う セツ トアップの流れを図に示します。 



■戻る M ま意事項、制限事項の記載を読む 


確認 


■ No ™ インストール方法を還択する 


Yes 


フ□ッピーディスクをセツトする 


確認 


■中止 ■ セットアップパラメータフアイルを選択する 


新規ファイル 


r 既存のファイル 


0 S を選択する 


セツトアップパラメータフアイルのチェック 


正常 


異常設定の確認-修正を巧うか還択する 


再還択 
■が必要 ■ 
な場合 


巧ラ 


巧わない 


設定を確認-入力をする 


《3 

グラフ イツ クスアクセラレータドライバ L 
をインストールずる r 


■再還択国 


Update 媒体をセツトする 


《4 


Windows NT CD - ROM をセツトする 


ソフトウエア使用許諾契約に同意する 


Windows NT CD - ROM のコピー 


ディスクアレイのコンフィグレーシヨン 
再起動 

保守用ノトティシヨンの作成 
再起動 

各種ユーティリティのインス I -- ル 

4動※2 

OS パーティシヨンの作成 

i 

ち起動 

OS パーテイシヨンのフォーマット 

i 

NEC モジュールのコピー 
還択したアプリケーシヨンのモジュールのコピー 


Service Pack CD - ROM のセット 


自動インス!ル 
自動□グオン 


訪後、インストール終了 


I :入力や選択び必要な作業 
I ：自動的に作業び進む内容 


ディスクアレイコント□-ラボードを搭載していて、コンフィグレーションを行う設定をしている 
場合のみ。 

《2 OS の選択で [NetWare] を選択した場合はこの後「インス!ルシステム（セットアップ用 MS-DOS) 」 
を作成して終了ずる。[その他]を選択したときはここで終了ずる。 

※吕オプションのグラフィックスアクセラレータボードを搭載しているときのみ。 

※斗インス I ル中に Update 媒体の適用を指定したときのみ。 
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セットアップの手順 

次にシームレスセットアップを使ったセットアップの手順を説明します。 

セットアップパラメータ FD を準備してください。事前に設をしたセットアップパラメータ 
FD がない場合でもインス!ルはできますが、その場合でも MS-DOS 1.44 M 目フォーマッ 
卜済みのフ □、ソ ピーディスクが1枚必要となります。セットアップパラメータ FD は 
EXPRESS 目 UILDER パ、ソケージの中のブランクディスクを使用するか、お客様でフ□、ソピー 
ディスクを1枚用意してください。 

— "〇 • Windows NT 4.0をインスIルずる場合について 

-システムの構成を変更した場合は r システムのアップデート」を行ってください。 

- Windows NT 4.0の起動後にグラフィックスアクセラレータドライバやネットワー 
クアダプタドライバの変更または追加する場合は、オンラインドキュメントの 
「Microsoft Windows NT 4.0 Server/Microsoft Windows NT 4.0 Server, 
Enterprise Edition インストレーションヴプリメントガイド」を参照してください。 

- Service Pack について 

シームレスセットアップではに ervice Pack 已」 lU 降を適用ずることびできます。 
Service Pack 曰より前のパ’ージョンを適用したい場 S ま、セットアップ情報ファ 
イルの作成時に r サービスパックの適用」の項目で r しない」を選択してセットアップ 
を行い、 Windows NT 4.0の起動樹こ、日1ぺージを参照して「システムのアップ 
デート」を行ってください。（装置に添付されていない Service Pack を適用する 
場台は、お客様で CD-ROM を用意してください。） 

• 「プレインストールモデル」で初めて電源を ON にずる場合について 

プレインスIルモデル （Windows 
NT 4.0びインスIル済みのモデル)で 
巧]めて電源を ON にすると、ディスプレ 
イ装置の画面にちに示ずメッセージび表 
示されまず。これは、 Microsoft 社の 
Windows NT インスIラび起動して 
表示される画面です。 

シームレスセットアップを使ってセットアップをずる場合は、この画面表示で電源を 
OFF にするか、リセットして（く Ctrl> + <A け> + く Delete> キーを巧す) 
EXPRESSBUILDER を CD-ROM ドライブにセットしてください。この画面か5先に 
進んでしまった場合は、己2ページを参照してインストールを進めるか、はじめか5イ 
ンスIルし直ずしかありません。また、グラフィックスアクセラレータドライバは 
シームレスセットアップの完了繳こ己己ぺージの「ドライバのインス!ルと詳細設定」 
を参照してインス!ルしてください。初めてのセットアップでは r グラフィックスア 
クセラレータボードの設定」で他のボードを設定しても標準 VGA でインスIルされま 
す。この手順は、「プレインスIルモデル」で巧めてセットアップをずる場台にのみ必 
要となります。その他のモデルや、再セットアップの時には必要ありません。 


1 . 周辺装置、 Express サーバの順に電源を ON にする。 

2. Express サーノ\の CD - ROM ドライブ、(こ CD - ROM 「 EXPRESS 目 UILDER 」をセツトする。 

3. CD - ROM をセツトした6、リセ、ソトするレ Ctrl > + < Alt > + < Delete > キーを押す）か、電源を 
OFF / ON して Express サーバを再起動する。 

CD - ROM か6システムが立ち上がり、 EXPRESS 目 UILDER が起動します。 


オペレーティングシステムの選択 



Windows NT Server Version 4.00 [VGA mode ] 

i キーと t キーを使って起動ずるオペレーテイングシステムを選択し、 
Enter キーを押してください。 
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4. Express サーバで使用するキーボードを 
選択する。 

EXPRESS 目 UILDER を初めて起動する 
と、キーボードの選択メニューが現れま 
す。このメニューは、1度設定を巧うと 
i ： i 降は表示されません。 


「 Express 己800シ U- ズ EXPRESS 巳 UILDER Ver2.xxx-x Copyri 邑 ht に） NEC Corporation 2001 1 



しば6 くすると 「 EXPRESS 目 UILDER 
トップメニュー」が表示されます。 



目.記載内容をよく読んでか6[確認]ボタン 
をクリ 、ソク する。 

「セッ ト アップ パラメータ FD を挿入して 
ください。」というメッセージが表示され 
ます。 


7. 「セットアップパラメータ FD 」 をフ □、ソ ピーディスクドライブにセットし、[確認]ボタンをクリッ 
クする。 

IチェックI 

「セットアップパラメータ FD 」 をお持ちでない場合でも、 1.44 M 目のフォーマット済みフ □、ソ 
ピーディスク（ブランクディスク）をフ□、ソピーディスクドライブ(こセツトし、[確認]ボタンを 
クリックしてください。 


お願い 

wmm シームレスセットアップ終了後、セットアップ情報をバックアップする 
•-なことをお勧めしまず。バックアップ情報が無いときは、修理復旧時に 
お客様の装置固有の情報や設定を復旧でさな< なります。 
バックアップは、空きフロッピィディスクを1枚準備して、ツールで 
オフラインな守ユーテイリテイの r システム情報の管理」か5「退避」 
を還択して < ださい。 


[{ fig ] [戻5 ] 


[設定済のセットアップパラメータ FD をセットした場台] 

セツトした r セツト アップ パラメータ FD 」 内のセツト アップ 情報ファイルが表示されます。 


①インストールに使用するセットアップ情報ファイル 
さ)を選択する。 

選択されたセ、ソトアップ情報ファイルに修正でき 
ないような間題がある場合（たとえば 
ExpressPicnic Ver .3 J :> (前で作成される 「 Picnic - 
FD 」 をセットしているときなど）、再度 r セットアッ 
プパラメータ FD 」 のセットを要求するメッセージが 
表示されます。セットしたフ□、ソピーディスクを 
確認してください。 



40 


セットアップ情報ファイルを指定すると、「セットアップ情報ファイルのパラメータの確認、 
修正を行いますか」というメッセージが表示されます。 






































③確認する場合は[確認]ボタンを、確認せずにそのままインストールを巧う場合は、[スキッフ°] 
ボタンをクリックする。 

[確認]ボタンをクリ、ソクー手順8へ進む 
[スキッ 7] ボタンをクリ、ソクー手順9へ進む 


[ブランクディスクをセットした場合] 

①[ファイルを： （ A )] の下にあるボックス部分をクリッ 
クするか、 < A > キーを押す。 

入カボックスが表示されます。 

③ファイルをを人力する。 

[オペレーテイングシステムインストールメニュー] 
が表示されます。 



③リストボックスか6インストールす 
る 0 S を選択する。 


Express 己800シリーズ EXPRESSBUILDER Ver2.xxx-x Copyri 呂 ht に） NEC Corporation 2001 


[ オペレーテイングシステムインスIルメニュー 1 


Windows 2000 


NetWare 
その他 
戻る 


[作業手順] 

ーセッ巧‘乃。情報の入力/醒 
テ’’イスクアレイ]ンフイグレ-シヨン 
各疆うィリティのインストル 
システム]ンフベ’、レ-シヨン 
，トティシヨンの作成 
n。 うィシヨンの丸づツト 
NEC モシ"]-ルの：1ピ- 
OS CD-ROM の北° - 
自動かげツ7の開始 


「Windows NT 4.0」または 「Windows NT 4.0 EE 」 をインストールする場合は、 
[ WindowsNT ] を選択します。 

「Windows NT 4.0/ TSE 」 をインストールする場合は、[その他]を選択します。 


8 . 0 S のインストール中に設定する内容を確 
認する。 

Express サーバ本体(こ ディ スクアレイコ 
ント□ーラボードが搭載されている場合 
は、[アレイディスクの設定]画面が表示 
されます。設定内容を確認し、必要な6 
修正を巧ってか6 [次へ]ボタンをクリツ 
クしてください。 


[? wr ィ巧の設定] Myi ^ r イスれレイクントロイ 


7 W ドィ巧の設定 
RAID の巧が 
巧続ドィ巧の卜-如数 
がッウを巧が t るドけ撒 
がックを巧がずる RAID 
ラ仆卜''の i 綻 
ラ仆トト''の i 較國 


する 


巧ち RAID を巧用する 


I 巧 iS ! 込 I [SX へ I I 、の。 I 


•L 励 


AM I 社製のディスクアレイコントローラを使用したシステムで新規に RAID を作成する場合、必 
下の2つの条件に当てはまるとパックに含まれない物理ディスクがホットスペア(スタンバイ）に 
設をされます。 

• パックに含まれない物埋ディスクが1台のみ存在する。 

• 作成するシステムドライブ(論理ドライブ)に冗長性のある RAID レベル （ RAID 1/ RAID 5 など） 
を指をした。 
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次(こ、 [ NEC 基本情報]画面が表示されま 
す。設定内容を確認し、必要な6修正を 
巧ってか6 [次へ]ボタンをクリックして 
<ださい。 ]：> (降、画面(こ表示される[次 
へ]、[戻る]、[ヘルフ°]ボタンをクリックし 
て設定を確認しなが6画面を進めて < だ 
さい(画面中の r 対象マシン」は機種によっ 
て表示が異なります)。設定内容は必要に 
応じて修正してください。 



• r パーティションの使用方法」で r 既存パーティションを使用する」を選択すると、最初のパー 
ティション(保守用パーティションを除く）の情報はフオーマツトされ、ずべてなくなりま 
す。それ m がのノくーテイシヨンの情報は保持されます。下図は、保守用ノ\:—テイシヨンび用 
意されている場台に情報び削除されるパーテイシヨンを示しています。 


第1パーテイシヨン 

<保守用パーテイシヨン> 

第2パーテイシヨン 

第3パーテイシヨン 

第4八ーテイシヨン 

保持 

削除 

保持 

保持 


• OS をインストールずるパーティシヨンサイズでは、必要最小限度 m 上のサイズを確保して 
ください (37 ページ参照)。 

• 設定内容に不正びある場台は、次の画面には進めません。 

• 前画面での設定内容との関係でエラーとなり、前画面に戻って修正し直さなければな5ない 
場合もあります。 

• 4GB を超えるパーティシヨンサイズを指定したとき、 Service Pack 己 m 上は必須です。 
この場台、 Windows NT を起動後もアンインストールできません。また、[ユーザ情報]画 
面の[会社名]は必ず入力してください。 


•LE12E] 

• [ NEC 基本情報]画面にある[再読込]ボタンをクリックすると、セットアップ情報ファイル 
の還ネ尺画面に戻ります。[再読込]ボタンは、 [ NEC 基本情漸画面にのみあります。 

• [コンピユータのお割]画面にある[終了]ボタンをクリックすると、その後の設をはシーム 
レスセットアップの既を値を自動的に還巧して、インストールを行います。 

設定を完了すると自動的に再起動します。 


9. ディスクアレイシステムを構築する。 


手順8の[アレイディスクの設定]画面で設定した内容に従ってディスクアレイシステムを構築し 
ます。ディスクアレイコント□ーラボードをお出できなかったときや、ディスクアレイシステム 
を構築する設定をしなかったときは、次のステップへ進みます。 

ディスクアレイシステムは次の手順で自動的に構築されます。 

① RAID レベルを自動で設定します。 

③システムドライブを初期化します。 

w-Oi® 

才ート設定 (RAID レベルの自動設定)では、 SCSI データ転送パラメータを設定しません。変更 
する必要びあるときは、「ツール」の「ディスクアレイのコンフイグレーシヨン」で設定してくだ 
さい。 
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10 . 保守用パーティションを作成する。 

保守用パーティションは次の手順で自動的(こ作成されます。 

• L 励 

すでに保ず用パーティションが存をする場合、保ず用パーティションの作成はスキップします。 

①保守用パーティションを作成します。終了後、自動的に再起動します。 

③保守用パーティションをフォーマットします。 

③保守用のを種ユーティリティをインストールします。終了後、自動的に再起動します。 


く手順7 [ブランクディスクをセットした場合]の③で[その他]を選択した場合は ly 上でシームレス 
セットアップを終了しまず。 ly 降は、已2ぺージの「マニュアルセットアップ」を参照してオペレー 
ティングシステムをインストールしてください。 [WindowsNT] を選択した場台は、この後の手 
順を続けてください。 [NetWare] を選択した場合もここでシームレスセットアップを終了しま 
す。似降は、巨4ぺージの 「NetWare のセットアップ」を参照してください。> 


11. 0 S 領域を作成する。 

0 S 領域は次の手順で自動的に作成されます。 

① 0 S 用のパーティションを作成します。終了後、自動的に再起動します。 

• L 画 

[N EC 基本情漸画面の「ハ° -ティションの使用方法」メニユーで「既存ハ° -ティションを使用する」を選ネ尺して 
いた場合、パーテイシヨンの作成は行いません。 


② 0 S 用パーテイシヨンをフオーマットします。 


12. グラフ ィッ クスアクセラレータのモ 
ジュールをコピーす る。 

グラフィ 、ソ クスアクセラレータボードに 
添付されているインストールディスク（フ 
□、ソピーディスク、あるいは CD - ROM ) 
をフ□、ソピーディスクドライブ、あるい 
は CD - ROM ドライブ(こセットし、メッ 
セージ(こ従って操作してください。 



「プレインスIルモデル」でネリめて電源を ON にずる場を、グラフィックスアクセラレータドラ 
イバはシームレスセットアップの完了繳こ己己ぺージの r ドライバのインストールと詳細設定」を 
参照してインス!ルしてください。初めてのセットアップでは r グラフィックスアクセラレー 
タボードの設定」で他のボードを設定しても標準 VGA でインスI-ールされまず。この手順は、 
「プレインスIルモデル」で初めてセットアップをする場合にのみ必要となります。その他の 
モデルや、再セットアップの時には必要ありません。 

回 

• [グラフィックスァクセラレ-タホ''-卜 '' 名]に「標準 VGA」 を還がした場合は、スキップされます。 

参オプションのグラフィックスアクセラレータボードを接続していない時はスキップされま 
す。 


グラフィツクスアクセラレータドライパを 
コピーしまず。 

製造元が配巧ずるインストール FD#1 (1/1) 
をドライプに挿入してください。 


I 続行 I 
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13. オプションの大容量記憶装置ドライバの 
モジュールをコピーする。 

オプションの大容量記憶装置ドライバを 
インストールする場合は、大容量記憶装 
置に添付されているフ□、ソピーディスク 
をフ□、ソピーディスクドライブにセット 
し、メッセージに従って操作してくださ 
い。 

14. Update 媒体のモジュールをコピーする。 

メッセージに従ってインストールする Update 媒体をフ□、ソピーディスクドライブに挿入してくだ 
さい。 

•LE12E] 

山 pdate 媒体の適用 ] で「しなし、」を還がした場合は、スキップされます。 


IチェックI 

「 Update 媒体」とは、弊社が Web などか6発行する不具合解消用のフ□、ソピーディスクのことで 
す。適用すべき媒体がありました6、そ防保守のため適用してください。なければ必要ありま 
せん。 


15. 追加するアプリケーションをインストー 
ルする。 

シームレスセットアップに対応している 
アプリケーションを追加でインス I ル 
する場合は、メッセージが表示されま 
す。 

16. メッセージに従って C D - R 0 M 
「 EXPRESSBUILDER 」 を CD-ROM ドラ 
イブか6取り化し 、 Windows NT CD - 
ROM を CD - ROM ドライブ(こセットす 
る。 

[ソフトウけ使用許諾契約]画面が表示されま 
す。 

17. よく読んでか6、同意する場合は、[同意 
します]ボタンを、同意しない場合は、 
[同意しません]ボタンをクリックする。 


w-oira 

同意しないと、セットアップは終了 
し、 Windows NT 4.0はインス I 
ルされません。 


追加ずるアプ U ケーシヨンのインスIル 
媒体を CD-ROM またはフ□ッピーディスク 
ドライブに挿入してください。 

「OK I 「終了 1 


Microsoft Windows NT Version4.0 
Server Diskl CD-ROM をドライプに 
挿入してください。 


「 0K~l 



r 大容量記憶装置用 OEM-FDJ をフ□ッピーディスク 
ドライブに挿入して<ださい。 


rOK ] I ，倍了 1 
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18. メッセージに従ってセットアップパラメータ FD をフ □、ソ ピーディスクドライブか6取り化し、 
Windows NT CD - ROM を CD - ROM ドライブか6取り化す。 

19. Service Pack 己] U 降のインストールを行う指定をしている場合は、メッセージ(こ従って指定した 
バージョンの Service Pack CD - ROM を CD - ROM ドライブにセットする。 

Windows NT 4.0と指定したアプリケーションは自動的にインストールされ、システムに□グオ 
ンします。 

I チェック I 

• Windows NT 4.0 へは□—カルの administrator として□グオンします。バックアップドメ 
インコント□ーラの場合は、自動的に□グオンしません。 

• ファイルシステムを NTFS (こコンバートした場合 

ファイルシステムを NTFS (こコン 
バートしたときは、必ず 
Administrator 権限を持ったユー 
ザーで□グオンしてください。ま 
干こ、 □グオン後に [FixAcIs version 
1.0] ダイア□グボ、ソクスが表示さ 
れます。必ず、に ontinue ] ボタン 
をクリックしてください。 


20 . ネットワークドライバの詳細設定をする。 

標準装備のネットワークドライバは、自動的にインストールされますが、転送速度と Duplex モー 
ドの設定が必要です （システムの再セッ トアップの際(こち自動的にインストールされます）。 

① スタートメニューか6[設定]をポイントし、[コント□-ルパネル]をクリックする。 

[コント□ールパネル]ダイア□グボックスが表示されます。 

② [ネットワーク]アイコンをダブルクリックする。 

[ネットワーク]ダイア□グボックスが表示されます。 

③ [アダプタ]タブをクリックし、ネットワークドライバを選択後、[プ□パティ]ボタンをクリッ 
クする。 

ネットワークアダプタの[プ□パティ]ダイア□グボックスが表示されます。 

④ [ Advanced ] タブをクリックし、に peed ] と [ Duplex ] を HUB の設定値と同じ値に設定する。 
⑥ネットワークアダプタのプ□パティダイア□グボックスの [0 K ] ボタンをクリックする。 

⑥[ネットワーク]ダイア□グボックスの [0 K ] ボタンをクリックする。 

また、必要に応じてプ□トコルやサービスの追加/削除をしてください。[ネットワーク]ダイア 
□グボックスか6[プ □ トコル]タブをクリックしてプロトコルを設定する画面を表示させて巧い 
ます。 

21 . オプションのデバイスでドライバをインストールしていないものがある場合は、オプション(こ添 
付の説明書を参照してドライバをインストールする。 

22. 次ページの r 障害処理のためのセットアップ」を参照してセットアップをする。 

23. 34ページを参照してシステム情報のバックアップをとる。 


JU 上でシームレスセットアップを使ったセットアップは完了です。 
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障書処理のためのセットアップ 

障害が起きたとき、より早く、確実に障害から復旧できるように、あらかじめ次のような 
セツトアップをしておいてください。 


メモリダンプ(デバッグ情報)の設定 

Express サーバ内のメモリダンプ（デバッグ情報）を採取するための設定です。 

M-O メモリダンプのを意 

• メモリダンプの採取は保守サービス会社の保守員び行います。お客様はメモリダンプの 
設定のみを行ってください。 

• ここで示す設定後、障害び発生し、メモリダンプを保存するために再起動すると、起動 
時に仮想メモリび不足していることを示すメッセージび表示される場合びありますび、 
そのまま起動してください。起動し直すと、メモリダンプを正しく保存でをない場合び 
ありまず。 


次の手順に従って設定します。 

1 . スタートメニューの[設定]をポイントし、[コント□-ルパネル]をクリックする。 
[コント□ールパネル]ダイア□グボックスが表示されます。 

2 . [システム]アイコンをダブルクリックする。 

[システムのプ□パティ]ダイア□グボックスが表示されます。 

3. [起動/シャットダウン]タブをクリックす 
る。 


4. [システム□グ(こイベントを書き込む]を 
チェックする。 


5. [デバッグ情報を次へ書き込む]をチェ、ソ 
クする。 

目.テキストボックスじデバッグ情報を書き 
込む場所を入力する。 

< D ドライブに 「 MEMORY . DMP 」 という 
ファイルをで書き) A む場合> 

D:¥MEMORY.DMP 


w-oira 

• Express ヴーバに搭載しているメモリ容量+1 2MB 似上の空き容量のあるドライブを指定 
して < ださい。 

• メモリを増設した場台は、採取されるデバッグ情報(メモリダンプ)のサイズび変わります。 
デバッグ情報(メモリダンプ)の書き込み先の空き容量を確認してください。 


7. [パフオーマンス]タブをクリ、ソクする。 
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8 . [変更]ボタンをクリックする。 


[仮想メモリ]ダイア□グボックスが表示されます。 


9. [選択したドライブのページングファイルサイズ]ボックスの[初期サイズ]を[推奨]値]:>(上に変更 
し、[設定]ボタンをクリックする。 


W-0 

•必 


〇! 


ず OS ノくーティションに r 推奨」値似上のサイズで作成してください。ぺージングファイル 
の脚期サイスを r 推奨」値未満に設定すると正確なデバッグ情報(メモリダンプ)を採取でき 
ません。 

「推奨」値については、 r 作成するパーティションサイズについて (37 ぺージ)」を参照してく 
ださい。 

障害発生時に備えて、事前にダンプスイッチを}甲し、正常にダンプが採取できることの確認 
を行うことをお勧めします。 

メモリを増設した際は、メモリサイズに合わせてぺージングファイルの再設定を行ってくだ 
さい。 


10. [0 K ] ボタンをクリックする。 

設定の変更内容じよってはシステムを再起動するようメッセージが表示されます。メッセージ(こ 
従って再起動して<ださい。 


ワトソン博±の設定 

Windows NT ワトソン博±はアプリケーションエラー用のデバッガです。アプリケーション 
エラーを橫化すると Express サーバを診断し、診断情報（□グ ) を記録します。診断情報を採 
取できるよう次の手順に従って設定してください。 

1. スタートメニューの[ファイルをを指定して実行]をクリ 、ソク する。 


2. [さ)前]ボックス(こ rdrwtsn 32. exe 」 と入力 
し、 [0 K ] ボタンをクリックする。 

[Windows NT ワトソン博±]ダイア□グ 
ボックスが表示されます。 


ファイルる刻旨ちして実巧 


り 


飄較類 r シ編 たは 問き たし川 琴 ユ 塵 


[drw ゎ n32.exe| 


- する姐； 


] 


キみセル J 


3. [□グファイルパス]ボックスに診断情報 

の保存先を指定する。 

rDRWTSN 32. LOG 」 というファイル名で 
保存されます。 


I チェック I 


ネットワークパスは指定できません。 
□一カルコンピュータ上のパスを指定 
してください。 


WAVE フ 7 ィル (15{): 
インストラク別ンの数の : 

ほな寸 AT ; —拙化 I 


r laCEBE 

\ を昭 ( を … 1 

1 1 %vv ind ir 絲 userd mp i 

f を照修 .1 





W タシフ ’ シンホ ''/ レテ - のレ ( り） 

口すぺてのスレッド ] ンテキストぞ夕な 
W 巧存のロゲわイルにお加を） 

厂メッセー / ホ '' ックス：:よる巧加ぶ 
厂音による巧かを） 

J7 クラかタシフ • ファイルの巧ぶの， 


ヴバー从口 - を） 

WinWord.DBG cOOOOOOS _MsoPvFreeC306c399c) 
WinWord.DBG cOOOOOOS MsoPvFreeC306c399c) 
cOOOOOOS RtllnitAnsiString C77f78e9f) 

WinWord.DBG cOOOOOOS _MsoPvFree(306c399c) 
WinWord.DBG cOOOOOOS _MsoPvFree(306c399c) 
WinWord.DBG cOOOOOOS _MsoPvFreeC3CI6c399c) 



二 J 


OK 


キトンセル 


ヘルフ化 ） J 
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ダンプシンボルテーブル 
すべてのスレツドコンテキストをダンプ 
既をの□グファイル(こ追加 
クラッシュダンプファイルの作成 


それぞれの機能の説明についてはオンラインヘルプを参照してください。 
目. [0 K ] ボタンをクリックする。 


システム修復情報の更新 

オペレーティングシステムのデータが破損した場合にそなえて、システムの修復が行えるよ 
うにするために、システム構成を変更したら、必ず r システムのアップデート」とともに r シ 
ステム修復情報の更新」をしてください。システム修復情報にはコンフィグレーションファ 
イルやレジストリファイルなどがあります。 

システム修復情報はフロッピーディスクにも保存できますが、アプリケーションのインス 
卜—ルなどでレジストリが大きくなった場合、1枚のフロッピーディスクでは保存しきれな 
くなることがあります。 

この場合、修復ディスクは正しく作成されませんが、正しく作成されなかったことを報告す 
るようなメッセージは表示されません。 

Windows NT では、ハードディスク上にある修復情報をみて、システムの修復ができるの 
で、特に修復ディスクを作成する必要はありません。 


^ システムの修復を巧う場合(こ 「Windows NT 
4.0 OEM-DISK for EXPRESSBUILDER 」 と 
呼ばれるフ□、ソピーディスクをセツトするよ 
う要求される場合があります。 

EXPRESS 目 ULDER の「マスターコント □- 

ルメニュー」の[ソフトウエアのセツトアツ 
乃一 [ OEM ディスクの作成]を選択してディ 
スクを作成してください（すでに作成してい 
る場合は、作成し直す必要はありません)。 
詳しくはオンラインドキュメントの 
「Microsoft Windows NT 4.0 Server / 
Microsoft Windows NT 4.0 Server 
Enterprise Edition インストレーシヨンサプ 
リメントガイド」を参照してください。 


M-O • 「システム修復情報の更新」はシステムに障害び発生し、起動しなくなったときにシステ 
ムび起動できるように復旧することを目的としていまず。 r システム修復情報の更新」は 
システムのバックアップを目的としたものではありません。 

• 運用中にシステムやコンポーネントを変更した場台にも下の手順で r システム修復情 
報の更新」を行ってください。 



4. [クラッシュダンプ]ボックス(こクラッシュダンプファイルの保を先を指定する。 

• L 回 

「クラッシュダンプファイル」は Windows Debugger で読むことができるバイナリファイルです。 
己.[オプション]ボックスにある次のチェックボックスをオン(こする。 


□ □ □ □ 
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1 . スタートメニューの[ファイルをを指定して実行]をクリ、ソクする。 


2 . 搭前]ボックス(こ rrdisk . exe 」 と人力し、 
[0 K ] ボタンをクリックする。 

[修復ディスクユーテイリテイ]ダイア □ 
グボックスが表示されます。 


3. [修復情報の更新ボタンをクリックする。 


4. [はい]ボタンをクリックする。 

「システム修復ディスクを作成します 
か？」というメッセージが表示されます。 


己.[いいえ]ボタンをクリックする。 
巨.[終了]ボタンをクリックする。 


ネットワークモニタのインストール 

ネットワークモニタを使用することじより、ネットワーク障害の調査や対処に役立てること 
ができます。ネットワークモニタを使用するためには、インス!-ール後、システムの再起動 
を行う必要がありますので、障害が発生する前にインストールしておくことをお勧めしま 
す。 


0 S インス I ル中にネットワークモニタをインス I ルする場合 

ネ、ソトワークドライバの選択が完了し、メッセージの指示に従ってインストールを行ってい 
くと、サービスを追力□するウィンドウが表示されます。 

1 . [一覧か6選択]をクリックする。 

[ネットワークサービス]の一覧が表示されます。 

2. [ネットワークサービス]の一覧か6、[ネットワークモニタツールとエージェント]を選択し、 [0 K ] 
ボタンをクリックする。 

じ(降、メッセージの指示(こ従って、 0 S のインストールを続行してください。 


ファイルるを指定して実巧 


ジ 


53^巧裝織激濟穀でルタ’、ドキ 




をぉ公 t jrdiskl 


) 3 

K た ij .-'- て:-,.で b パ） I * をち1 J '-‘ I じ！' 

I 0K I キャンたル I を昭(が...」 


一幻！ このユ-ティリティは、システムをインストルするとき I こ巧巧した條语暗ま反を巧巧し、 
Oct システムおなテ''ィスウを巧ぶします。條ほ巧郁は、 I ラ-び発ちした巧さに、フ''-卜 
げムの回ほにほ巧されます。このユ-ティリティはがックアッフ*ツ-ルとしてはほ巧で 

_悔ほテ''ィスウの化巧に ）I _が了の」_ヘルフ化） 



システムのインストル時、またはこのトティリティの前回実行時 I こ脈された梅ほ’障細ま' 肖り除されミす。 


令 


この株巧を続けします。で^^^^^^ 

f はいが ir|,n^ 
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OS インス I ル後にネットワークモニタをインスIルする場合 

1 . スタートメニューか6[設定]をポイントし、[コント□-ルパネル]をクリックする。 

[コント□ールパネル]ダイア □ グボ、ソクスが表示されます。 

2 . [ネットワーク]アイコンをダブルクリックする。 

[ネ、ソトワーク]ダイア□グボックスが表示されます。 

3. [サービス]タブをクリックし、[追加]ボタンをクリックする。 

[ネットワークサービスの選択]ダイア □ グボ、ソクスが表示されます。 

4. [ネットワークサービス]の一覧か6、[ネットワークモニタツールとエージェント]を選択し、 [0 K ] 
ボタンをクリ 、ソク する。 

[ WindowsNT セットアップ]ダイア□グボックスが表示されます。 

己 . Windows NT CD - ROM を CD - ROM ドライブにセットし、 [ OK ] ボタンをクリックする。 

ただし、 CD - ROM ドライブのドライブ文字が正しく指定されていない場合は、正しい值(こ変更し 
てください。 

[ネ、ソトワーク]ダイア□グボックス(こ戻ります。 

巨.[閉じる]ボタンクリックし、システムを再起動する。 


ネットワークモニタは、スタートメニューから[プ□グラムト[管理ツール供通)]をポイント 
し、[ネットワークモニタ]をクリックすることにより、起動することができます。 

操作の説明については、オンラインヘルプを参照してください。 


管理ユーティリティのインス I -ール 

添付の CD - ROMrEXPRESS 巨 UILDER 」 には、 Express 5800/1 20 Rc -2 監視用の 「 ESMPRO / 
Se 「 ve 「 Agent 」および Exp 「 ess サーバ•ワークステーシヨン管理用の 「 ESMPRO / 
36「ソ6「1\/|911396「」などが収録されています。 ESMPRO / ServerAgent は、シームレスセット 
アップで自動的にインス I -ールすることができます。 

[スタート]メニューの口□グラム]にインストールしたユーティリティのフォルダがあるこ 
とを磕認してください。 

シームレスセットアップの設をでインストールしなかった場合は、第3編の r ソフトウエア 
編」を参照して個別にインストールしてください。 

■ I ： ューティリティには、ネットワーク上の管理 PC にインストールするものもあります。詳し 
rpn くは第3編の「ソフトウてア編」を参照してください。 
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システムのアップデート 〜 Service Pack の適用〜 

システムのアップデートは次のような場合に行います。 

♦ システムの修復を行った場合 
♦ システム構成を変更した場合 

M-O • システムのアップデートを行った場合は、必ず r システム修復情報の更新」を行ってくだ 
P 韦马 さい。 

• Service Pack は、 EXPRESSBUILDER には含まれていません。装置に添付されて 
いない Service Pack を適用ずる場合はお客様でご用意ください。 


次の手順に従ってシステムのアップデートをしてください。 

1. 管理者権限のあるアカウント （ Administrator など）で、システム(こ□グインする。 

2 . CD - ROMrEXPRESSBULDER 」 を Express サーノ\の CD - ROM ドライブ、にセットする。 

3 . [ソフトウェアのセットアップ]を左ク 
リックし、メニューか6[システムのアッ 
プデート]をクリックする。 

Service Pack の選択をするダイア□グ 
ボックスが表示されます。 

•L 回 

ダイアログボックス内で右クリックす 
ると表示されるポップアップメニュ ー 
からも還択できます。 

4 . 適用する Service Pack を選択する。 

じ(降は画面に表示されるメッセージに 
従って処理を進めて<ださい。 


システム情報のノ（ックアップ 

システムのセットアップが終了した後、オフライン保守ユーティリティを使って、システム 
情報をノ \'ックアップすることをお勤めします。 

詳しくは、34ページをご覧ください。 


〇オンラインドキユタント 


EXPRESSBUILDER 


Express 5800 Series 


〇 


— r • ソフトウェアの1 
4 七ツトアップ J 


NEC 


導入編 
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ここでは、次の OS をセツトアップする場合の手順じついて説明します。 


タページ 


• Microsoft ® Windows NT ® Server 4.0 日本語版 
似降 、 「Windows NT 4.0」と呼ぶ） 

• Microsoft ® Windows NT ® Server 4.0, Enterprise 
Edition 4.0日本語版似降 、 「Windows NT 4.0 EE 」 と呼ぶ) 

• Microsoft ® Windows NT ® Server 4.0 Terminal 
Server Edition 似降 、 「Windows NT 4.0 / TSE 」 と呼ぶ） 


-ヴポートディスクを用意してください 

ここで説明する r マニュアルセットアップ」では 、 「Windows NT 4.0 OEM-DISK for 
EXPRESS 目 UILDER 」 と呼ばれるサポートディスクが必要です。 

「Windows NT 4.0 OEM-DISK for EXPRESS 目 UILDER 」 には 、 Windows NT 4.0や 
Windows NT 4.0 / EE、Windows NT 4.0 / TSE のインス I -- ルで必要となる本体標準装 
倩のネットワークやディスプレイ用のドライバなどが含まれています。マニュアルセット 
アップを始める前に Windows NT 4.0 OEM - D に K for EXPRESSBUILDER を用意してく 
ださい。 

1 . 3.日インチフ□、ソピーディスクを2枚用意する。 

2 . 周辺装置、 Express サーバの順に電源を ON じする。 

3 . Express サーバの CD- ROM ドライブに添付の CD-ROM「EXPRESS 目 ULDER」 をセットする。 

4 . CD-ROM をセットした6、リセットするレ Ctrl>+<Alt>+<Delete> キーを押す）か、電源を OFF/ 
ON して Express サーバを再起動する。 

CD-ROM か6システムが立ち上がり、 EXPRESS 目 UILDER が起動します。 

己.[ツールメニュー]か6[サポートディスクの作成]を選択する。 

巨.[サポートディスク作成メニュ ー] か6 [Windows NT 4.0 OEM-DISK for EXPRESSBUILDER] 
を選択する。 

7 . 画面の指示に従ってフ□、ソピーディスクをセットする。 

「Windows NT 4.0 OEM-DISK for EXPRESSBUILDER 」が作成されます。 

作成した 「Windows NT 4.0 OEM-DISK for EXPRESSBUILDER」 はライトプ□テクトをし、 
ラベルを貼って大切に保管してください。 

Express サーバの他に Windows 2000、または 
Windows NT 4.0 、 Windows 95/98/ Me で動 
作するコンピュータをお持ちの場合は、添付の 
CD - ROM 「 EXPRESS 目 UILDER 」 を CD-ROM ド 
ライブにセットすると表示される r マスターコン 
卜〇—ルメニュー」から Windows NT 4.0 OEM - 
DISK for EXPRESS 目 UILDER を作成することも 
できます。 



次ページ 
59ページ 
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Windows NT 4,0 • Windows NT 4,0 EE のセットアップ 

Microsoft ® Windows NT ® Server 4.0 日本語版または Microsoft ® Windows NT ® Server 
4.0, Enterprise Edition 日本語版をセットアップする場合は、シームレスセットアップを使 
うことをお勤めします。詳しくは35ページの説明をご覧ください。 

ここではプレインストールモデルにインストール済みの Windows NT 4.0をシームレスセッ 
トアップを使わずにセットアップする場合の手順について説明します。 

シームレスセットアップを使わずに再セットアップするときの手順じついては、オンライン 
ド羊ュメントの 「Microsoft Windows NT 4.0 Server/Microsoft Windows NT 4.0 Server , 
Enterprise Edition インストレーシヨンサプリメントガイド」を参照してください。 


セットアップの開始 

セットアップを始める前に本書と「ファーストステップガイド」を用意してください。 

1 . フ□、ソピーディスクドライブと CD-ROM ドライブにディスクがセットされていないことを確認す 
る。 

2 . POWER スイッチを押す。 

Express サーバは自動的に POST を開始し、その後けペレーティングシステムの選択画面」が表示 
されます。 


3 . <Enter> キーを押す。 

[ソフトウてア使用許諾契約]ダイア□グ 
ボックスが表示されます。 

<PageDown> キーを押して、ぺージをス 
ク□ールしなが6、記載事項をよ<読ん 
でください。 


オペレーテイングシステムの選択 

Windows NT Server Version 4.00 [VGA mode ] 


i キーと t キーを使って起動するオペレーテイングシステムを選択し、 
Enter キーを巧してください。 


4 . 使用許諾契約の記載事項に同意してセットアップを続ける場合は、[同意します]ボタンをクリッ 
クする。同意しない場合は[同意しません]ボタンをクリックしてセットアップを終了する。 

使用許諾契約に同意すると Windows NT セツトアップウイザードが起動し、セツトアップが始ま 
LJ ます。 


似降の手順を進めている間に中断するとシステムを破壊してしまいまず。最後まで続けてくだ 
さい。 
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己.画面の指示に従ってセットアップを続ける。 

詳細については、「ファーストステップガイド」を参照してください。 

•L 回 

• セットアップの途中で「システム修復ディスク」を作成する画面が表示されます。ここで、 
「修復ディスクを作成する」にしても、アプリケーシヨンのインストールなどでレジストリ 
が大きくなった場合は、1枚のフロッピーディスクでは入りきらなくなることがあります。 

この場合、修復ディスクは正しく作成されませんが、正しく作成されなかったことを報告す 
るようなメッセージは表示されません。 

Windows NT では、ハードディスク上にある修復情報をみて、システムの修復ができるの 
で、特に修復ディスクを作成する必要はありません。 

参セットアップの途中でネットワークドライバのインストールを行うステップがあります。 
セットアップが完了した後でもインストールすることができます。「ドライバのインストー 
ルと詳細設を」 （次ぺ ージ） でセッ トアップ中でのネットワークドライバなどのインストール 
方法とセットアップ後のインストール方法を説明しています。参照してください。 


r ファイルシステムを NTFS に変換しますか？」というメッセージが表示されます。 

•L 回 

ハードディスクのファイルシステムは FAT でフオーマットされています。これは出荷時の設を 
です。 


巨. ファイルシステムを NTFS に変更する場合は [OK] ボタンをクリックする。 

FAT のまま使用する場合は[キャンセル]ボタンをクリックする。 

7 . 画面の指示(こ従ってセットアップを続ける。 

システムの再起動を促すメッセージが表示されます。 

8 . [コンピュータの再起動]ボタンをクリ、ソクしてシステムを再起動させる。 
i：i 上でお客様の個人情報のセ、ソトアップが完了しました。 

w-oira 

• セットアップ情報の[ネットワークの設赶項目で、[インス I -- ル中にネットワークの設定 
を全手動で行う]を選んだ場台はインストール中にネットワークの設定をする必要びありま 
ず。 


• ファイルシステムを NTFS にコンパ’ートした場台 

ファイルシステムを NTFS にコン 
バートしたとをは、必ず 
Administrator 権限を持ったユー 
ザーで□グオンしてください。ま 
た、□グオン後に [FixAcIs 
version 1 .0] ダイア□グボックス 
び表示されます。必ず、 

に ontinue ] ボタンをクリックして 
<ださい。 
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9 . 「ドライバのインストールと詳細設定」を参照してドライバをインストールする。 



• インス I ル中にネットワークドライバのセットアップを済ませている場合は、インス I 
ルし直ず必要はありませんび、 HUB の設定び必要です。[コント□ールパネル]の[ネット 
ワーク]をダブルクリックした後、インス!ルしたネットワークドライバのプ□パティタ’ 
イア□グボックスを表示させ、 HUB の設定値と同じ値に設定してください。 

• ディスプレイドライバは標準 VGA びインス I -- ルされていまず。必要に応じて「ドライバの 
インストールと詳細設定」を参照し、装置に対応したグラフィックスアクセラレータドライ 
パをインス I -ールしてください。 

10. 46ページを参照して障害処理のためのセットアップをする。 

11. 51ページを参照してシステムをアップデートする。 

12. 34ぺージを参照してシステム情報のバ、ソクアップをとる。 


ドライバのインストールと詳細設定 

0 S のセットアップの後、各種のドライバのインス I -ールとセットアップを行います。 
ここで記載されていないドライバのインス I -ールやセットアップについてはドライバに添が 
の説明書を参照してください。 

ネットワークドライバ 

標準装備のネットワークのドライバは Windows NT 4.0のインストール中にインストールす 
ることをお勤めします (Windows NT 4.0をインス I -ールした後でもインス I -ールできます 
が、インス I -ール後にシステムのアップデート （51 ページ)をやり直さなければ正しく動作し 
ません)。 


オプションのネットワークボードのドライバについてはこの後の r オプションのネットワー 
クボードのドライバ」を参照して 、 Windows NT 4.0のインス I ルが終了した後にインス 
卜ールしてください。 

• 標準装備のネットワークドライバ 

標準でネットワークポートを1つ用意しています(装置背面にあります)。このネットワー 
クポートを使用するためじ次の手順に従って専用のネットワークドライバをインス I -一 
ルします。 


^グ ドライバをインストールする際(こは 、 「Windows NT 4.0 OEM-DISK for 

云巧] EXPRESSBUILDER 」 が必要です。己2ぺージを参照して作成してください（すで(こ作成 
している場合は、作成し直す必要はありません)。 










<0 S のインストール中にネットワークドライバをインス I -ールする場合> 

Windows NT のインストール中に「[横索開始]をクリ、ソクするとネットワークアダプタ 
の橫索を開始します。」というメッセージの入ったダイア□グボックスが表示されます。 

1 . [一覧か6選択]ボタンをクリックする。 

[ネットワークアダプタの選択]ダイア □ グボ、ソクスが表示されます。 

2 . [ディスク使用]ボタンをクリックする。 

[フ□、ソピーディスクの挿入]ダイア□グ 
ボックスが表示されます。 


3 . 「Windows NT 4.0 OEM-DISK for 
EXPRESS 目 UILDER #2 」をフ□、ソピー 
デイスクドライブにセツトする。 


4 . 「 A :¥ I 559」 と入力し、 [0 K ] ボタンをク 
リ、ソクする。 

[0 E M オプションの選択]ダイア □ グボッ 
クスが表示されます。 


己 . [Intel(R) PRO Adapter] をクリックし、 
[ OK ] ボタンをクリックする。 


巨.[次へ]ボタンをクリックする。 

プロトコルやサービスの追加/削除を行うウィンドウが表示されます。必要に応じてプロトコル 
やサービスを追加/削除して<ださい。 

•L 回 

サービスの追加にて、[ネットワークモニタ]を追加することをお勧めします。[ネットワークモ 
二夕]は、[ネットワークモニタ]をインストールしたコンピュータが送受信するフレーム（または 
パケット）を監視することができます。ネットワーク障害の解がなどに有効なツールです。イン 
スト— ルの 手順は、49ぺージを参照してください。 

]：> (降は、画面の指示に従ってインストールを行ってください。 



インストールしたネットワークドライバは、転送速度/ Duplex モードの設定び必要です。 OS の 
インストール後に、[コント□ールパネル]の[ネットワーク]をダブルクリックした後、ネット 
ワークドライバのプ□パティダイア□グボックスを表示させ、 [ Advanced ] タブをクリック 
し、に peed ] と [ Duplex ] を HUB の設定値と同じ値に設定してください。 
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<0 S のインストール後にネットワークドライバをインス I -ールする場合> 

1 . スタートメニューか6[設定]をポイントし、[コント□-ルパネル]をクリックする。 

[コント□ールパネル]ダイア□グボックスが表示されます。 

2 . [ネットワーク]アイコンをダブルクリ、ソクする。 

[ネットワーク]ダイア□グボックスが表示されます。 

3 . [アダプタ]タブをクリックし、[追加]ボタンをクリックする。 

[ネットワークアダプタの選択]ダイア □ グボ、ソクスが表示されます。 

4 . [ディスク使用]ボタンをクリックする。 

[フ□、ソピーディスクの挿入]ダイア □ グボ、ソクスが表示されます。 

曰 . 「Windows NT 4.0 OEM-DISK for EXPRESS 目 UILDER #2」をフ□、ソピーディスクドライブ(こ 
セットする。 

巨. 「 A :¥ I 559」 と入力し、 [0 K ] ボタンをクリックする。 

[0 E M オプションの選択]ダイア□グボックスが表示されます。 

7 . [ Intel ( R ) PRO Adapter ] をクリックし、 [ OK ] ボタンをクリックする。 

[ネットワーク]ダイア□グネけスに戻ります。 

8 . [プ□パティ]ボタンをクリックする。 

ネットワークアダプタのプ□パティダイア□グボックスが表示されます。 

9 . [ Advanced ] タブをクリックし、に peed ] と [ Duplex ] を HU 目の設定に合わせる。 

10 . [0 K ] ボタンをクリックする。 

11. [閉じる]ボタンをクリックする。 

プロトコルの種類などによっては、ここでネットワーク情報の人力が必要(こなります。 

12 . ネットワークアダプタのインストール終了後 、 「Windows NT 4.0 OEM-DISK for 
EXPRESSBUILDER #2」をフ□、ソピーディスクドライブか6取り化す。 

13 . [ネットワーク設定の変更]ウィンドウで[はい]ボタンをクリックし、システムを再起動する。 

14. 日1ぺージの r システムのアップデート」を参照して、システムをアップデートする。 

回 

ネットワークドライバのインストール後、[ネットワーク モニタ ] をインストールすることをお勧 
めします。 [ネット ワーク モニタ ] は、 [ネット ワーク モニタ ] をインストールしたコンピュータが 
送受信するフレーム（またはパケット）を監視することができます。ネットワーク障害の解がな 
どに有効なツールです。インストールの手順は、49ぺージを参照してください。 
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参オプションのネットワークドライバ 

オプションのネットワークボード ( LAN ボード）を使用している場合は、ボードに添がさ 
れている説明書を参照してドライバをインス I -ールしてください。 

グラフィックスアクセラレータドライバ 

標準で装備されているグラフィ 、ソ クスアクセラレータを使われる場合は、 W 下の手順に従っ 
てドライバをインス I -ールしてください。オプションのグラフィックスアクセラレータボー 
ドを搭載して使われる場合は、そのボードに添付の説明書に従ってドライバをインストール 
してください。 

I n-O 修復プ□セスを使用してシステムを修復した場合も再度ドライバをインストールしてくださ 
目重3 ぃ。 

1. スタートメニューの[設定]か6[コント□-ルパネル]をクリ 、ソク する。 

2 . [画面]アイコンをダブルクリックする。 

[画面のプ□パティ]ダイア □ グボ、ソクスが表示されます。 

3 . [ディスプレイの設定]タブをクリックする。 

4 . [ディスプレイの種類]ボタンをクリックする。 

[ディスプレイの種類]ダイア □ グボ、ソクスが表示されます。 

己. [変更]ボタンをクリックする。 

巨. [ディスク使用]ボタンをクリックする。 

7 . <5わ1れ>キ_をホ甲しなが、6、 CD - ROMrEXPRESS 目 ULDER 」 を CD - ROM ドライブ、にセットする。 
CD - ROM のアクセスランプが消のするまで < Shif わキーを押し続けてください。 

8 . 坦5布ファイルのコピー元]ボックスに [ D :¥ WINNT ¥ VDEO ¥ RAGEI に]と人力し、 [0 K ] ボタンを 
クリ、ソクする。 

の」(こは CD - ROM のドライブレターが入ります。 

9 . [ディスプレイ]ボックスに [ATI RAGE I に]が表示されているのを確認し、 [0 K ] ボタンをクリッ 
クする。 

10. [サードパーティドライバをインストールしようとしています。…]というメッセージが表示され 
た場合(こは、[はい]ボタンをクリックする。 

11. CD - ROM 「 EXPRESSBUILDER 」 を CD - ROM ドライブから取り化し、画面の指示(こ従ってシステ 
ムを再起動する。 


58 




Windows NT 4.0/TSE のセットアップ 

Microsoft ® Windows NT ® Server 4.0, Terminal Server Edition 似降 、 「Windows NT 4.0/ 
TSE 」 と呼ぶ)をセットアップする方法について説明します。 

セットアップを始める前に次のを意事項をよく読んでください。 

ディスクアレイの設定や保守用パーティションの作成について 

ディスクアレイの設定や保守用パーティションの作成を含むセットアップをする場合は、 
r シームレスセットアップ」を利用することをお勤めします。シームレスセットアップでこれ 
らのセットアップを完了後 、 Windows NT 4.0 / TSE のインストールに進むようメッセージ 
が表示されます。メッセージの表示後、ここで説明する手順に従って Windows NT 4.0/ 
TSE をインス I -ールすることができます。 

その他 

35ぺージの 「Windows NT 4.0 • Windows NT 4.0 EE じついて」のを意事項も併せてご覧く 
ださい。 


インス I -ールに必要なもの 

Windows NT 4.0 / TSE をインス I ルするためじ次のディスクと説明書を用意してくださ 
い。 

n EXPRESS 巨 UILDER ( CD - ROM ) 

□ Microsoft Windows NT Server 4.0, Terminal Server Edition ( CD-ROM とセツトアツ 
プディスク） 

n Windows NT 4.0 OEM - D に K for EXPRESS 目 UILDER (52 ぺージ参照） 
n ユーザーズ ガイド(本書） 


システムの電源 ON 

システムの電源を ON にし 、 Windows NT 4.0 /TSE CD - ROM を CD - ROM ドライブにセット 
する。 
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Windows NT 4.0 /TSE HAL の置き換え 


1. システムの電源 ON 後、画面が J ： rF のどち6かの状態のときに < F 日>キーと < F 6> キーを押す。 

• 「セットアップはコンピュータの八ード構成を横査しています」の表示中 
• 青一色の画面の表示中 


「セットアップがコンピュータの種類を判 
断できなかったか...」というメッセー 
ジと選択画面が表示されます。 

選択画面が表示されなかった場合は、 
< F 5> キーが正しく押されていません。 
< F 3> キーを押し、セットアップを終了 
し、もう1度システムの電源 ON か6始め 
てください。 


Windows Terminal Server セットアップ 

かったか.手動指定が 

コンピユータの製造元から 
は[その個を選巧して 

セットアップがコンピュータの種類を利断できな: 
選巧されています。 

コンピュータの種類をなの一覧から選択するか. 
提供されたデバイスサポートディスクがある場合 
ください。 


標準 PCwithC-Stepi486 

誦 MWe 歷 MP 細 MP 



Enter= 選が ESC=i 中ン协 F3= 終了 


2. カーソルキーで [その他] を 選び、 < Enter > キーを 押す。 

製造元提供の八ードウエアサポートディスクをフ□、ソピーディスクドライブに挿入することを促 
すメッセージが表示されます。 


3. 「Windows NT 4.0 OEM-DISK for 
EXPRESSBUILDER #1」をフ□ッピ ー 
ディスクドライブ(こセットし、 < Enter > 
キーを押す。 

コンピュータの種類が表示されます。 


Windows Terminal Server セットアップ 

巧のラベルの付いたデイスクを.ドライブ 'A: じ挿入してください。 
製造元提供のハードウエアサポートディスク 
* 準備ができたら Enter キーを巧してください。 


Enter= 選が ESC= キ中ンセル F3= 終了 


4. 使用しているコンピュータを選び 
< Enter > キーを押す。 

• L 回 

リストには一度に4項目までしか表示さ 
れません。選ネ尺したい項目が表示され 
ていない場合は、力ーソルキーでリス 
卜をスクロールさせてから還択してく 
ださい。 


Windows Terminal Server セットアップ 


コンピュータの製造元から提がされたデバイスサポートディスクを使用して. 
Windows NT で使用するコンピュータを構成します。 

巧の一覧からコンピュータの種類を選択するか. ESC キーを押して前の画面に 
房ってください。 


NEC Express 5800 /120RC-2 


Enter= 選択 ESC=i 中ン协 F3= 終了 


大容量記憶装置のセツトアップ 


Windows NT 4.0 /TSE HAL の置き換え 
後、「セットアップはシステムじインス 
I -ールされている1つ t (上の大容量記憶装 
置の種類を判断できませんでした」という 
メッセージと選択画面が表示されます。 
選択画面が表示されなかった場合は、 

く F 6>丰一が正しく押されていません。 

く F 3>丰一を押してセットアップを終了 
し、もう一度システムの電源を ON し直し 
てから始めてください。 


Windows Terminal Server セツトアップ 


セットアップはシステムにインストールされている1つな上の大容量記憶 
装置の種類を判断できませんでした。または.アダプタの手動指まが選択 
されています。巧の大容量記憶装置をサポートするドライバを読み込みます： 


•Windows Terminal Servei •で使用する SCSI アダプタ. CD-ROM ドライブ.特殊なディ 
スクコントローラを追加指定する場合.および大容量記憶装置の製造 
元から提巧されたデバイスサポートディスクがある場合は S を巧して 
ください。 

• 大容量記憶装置の製造元から提供されたデバイスサポートディスクが 
をい場合.または Windows Terminal Server で使用する大容量記憶装置を追加指定し 
をい場合は Entei •キーを巧してください。 


S= デバイスの追加指定 
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1. <s> キーを押す。 


2. [その他]を選び、 < Enter > キーを押す。 

3. 「Windows NT 4.0 OEM-DISK for 
EXPRESS 目 UILDER #1」をフ□ッピ ー 
ディスクドライブにセットし、 < Enter > 

キーを押す。 

SCSI アダプタのリストが表示されます。 

4. [Adaptec Ultra 160 /m Family PCI SCSI 
Controller ] を選び、 < Enter > キーを押 
す。 

手順1の画面に戻ります。 

己.装置にディスクアレイコント□-ラを装着している場合は、手順1〜3を繰り返し、 SCSI アダプタ 
リストか 6 i ：>( 下のいずれかを選び、 < Enter > キーを押す。 

N 8103 -52/53/53 A の場合 （ Mylex ディスクアレイコント□—ラ） 

「Mylex AcceleRAID 150/352 Disk Array Controller 」 

N 8503 -43 の場合 （ Mylex ディスクアレイコント□—ラ） 

「Mylex DAC 960 RAID ControllerJ 

N 8503 -64 の場合 ( AMI ディスクアレイコント□ーラ） 

「MegaRAID NT 4.0 RAID Controller 」 

じ(降の作業はメッセージ(こ従ってください。 


その他の設定 

大容量記憶装置のセットアップ完了後は、メッセージに従って作業を続けてください。 
インス I -ールの詳細については、「ファーストステップガイド」を参照してください。 
作業を続けていくと Windows NT 4.0 / TSE のファイルをインストールするディレクトリを 
を入力する画面が表示されます。ディレクトリをを入力してく Erite 「> 羊一を押します。 
Windows NT 4.0 / TSE のファイルが八ードディスクにコピーされます。 


Windows Terminal Server セツトアップ 


セットアップはシステムじインストールされている1つな上の大容量記憶 
装置の種類を判断できませんでした。または.アダプタの手動指定が選が 
されています。巧の大容量記憶装置をサポートするドライバを読み込みます： 


•Windows Terminal Server で使用する SCSI アダプタ、 CD-ROM ドライブ.特殊なデイ 
スク コントローラを追加指定する場合.および大容量記憶装置の製造 

元から提供されたデバイスサポートディー.’'- t … — 

ください。 


イスクがある場合は S を巧して 


.本容量 PS 輝の哪元力補供されたみ心料^が…….一 


ぃ縣邮ま。£?^^;廖がな夕雜^でげで使用するホ容量記憶装置議指定し 


s= デパイスの追加指定 


Windows Terminal Server セットアップ 

巧の^賣から使用する8(]別アダプタの種おを選巧するか、アダプタの製造元から 
提供されたデバイスサポートディスクがある場合は[その他]を選巧してください。 


Olivetti ESC-1/ESC-2 SCSI Host Adapter 

QLogic PIC SCSI HOST Adapter 

MKEPanasonic CD-ROM Controller 

Sony Proprietary CD-ROM Controller 

UltraStor 14F/14FB/34F/34FA/34FB SCSI Host Adapter 

UltraStor 24F/24FA SCSI Host Adapter 
その他 




Enter 二遺が ] 

ESC= キャンセル F3= 終了 


導入編 
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Windows NT 4.0/ TSE セットアップ画面での設定 

1. ファイルのコピーを終了後、メッセージ(こ従ってフ□、ソピーディスクと CD - ROM を取り化す。 

システムを再起動すると、[ディスクの挿人]ダイア □ グボ、ソクスが表示されます。 

2. Windows NT 4.0 /TSE CD - ROM を CD - ROM ドライブ(こセットする。 

3. CD - ROM ドライブのアクセスランプの点滅が終わってか6、 [0 K ] ボタンをクリックする。 

i ： i 降は、画面の指示(こ従いセットアップしてください。詳細については、「ファーストステップガ 
イド」を参照してください。 

•LE12E] 

• セットアップの途中で「システム修復ディスク」を作成する画面が表示されます。「システム 
修復ディスク」は、重要なシステムファイルが損傷した場合にファイルを復元するために使 
います。 

「システム修復ディスク」は、セットアップ中でもセットアップ後でも作成できます。セッ 
トアップ中に「システム修復ディスク」を作成する場合は、この画面で[はし、]ボタンをクリッ 
クします。セットアップの後の段階でフロッピーディスクを挿入するように求めるメッセー 
ジが表示されます。 3.5 インチフロッピーディスクを1枚用意してください。セットアップ後 
に作成する場合は、「システム修復情報の更新」 （48 ぺージ）を参照してくださし、。 

• セットアップの途中でネットワークドライバのインストールを行うステップがあります。 
セットアップが完了した後でもインストールすることができます。「ドライバのインストー 
ルと詳細設を」 （55 ぺ ージ） でセッ トアップ中でのネットワークドライバのインストール方ま 
とセットアップ後のインストール方法を説明しています。参照してください。 


システムのアップデート 

システムを再起動後、システムをアップデートしてください。 

Windows NT 4.0 / TSE 用の Service Pack 4 を適用した後、51ぺージの「システムのアップ 
デー ト」に従ってシステムをアップデートしてください。 

p-O • Terminal Server Ed け ion 用の Service Pack を適用してください 。 Windows NT 
4.0用 Service Pack は適用しないでください。 

• システム構成を変更した場台も再起動ずる前に必ずシステムのアップデートをしてくだ 
さい。（システム構成を変更した後、再起動を促すダイア□グボックスが表示される場 
合は[いいえ]ボタンをクリックし、システムをアップデートしてください。） 

• 「システム修復ディスク」を使用してシステムを修復した場合も必ずシステムをアップ 
デートして < ださい。 


ドライバのインス I ル 

55ページを参照してドライバのインス I -ールと詳細設定をしてください。 

■: インストール中にネットワークドライバのセットアップを済ませている場合は、ネットワー 

クドライバをインストールし直す必要はありません。 


62 














インストール完了後の作業 


じ(上でインストールとセットアップは完了です。すべてのセットアップが完了したら、次の 
セットアップを行ってください。 

♦ 障害処理のためのセットアップ (46 ページ） 

♦ 管理ユーティリティのインス!-ール （50 ページ） 

♦ システム情報のバックアップ (34 ページ） 


導入編 
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NetWare のセツトアップ 


八ードウエアのセットアップを完了してから、インストールシステム（セットアップ用 MS - DOS ) や 
NetWare のセットアップをします。再インストールの際にも参照してください。 


本装置びヴポートしている OS について 


Express 5800 /120 RC -2 がサポートしている 0 S は次のとおりです。 

• Novell ® NetWare ® 4.2 (B 本語版） 

• Novell ® NetWare ® 5/5.1( B 本語版） 

その他の OS をインストールするときはお買い求めの販売店または保守サービス会社にお間 
い合わせください。 


ミ主意事頃 


セットアップを始める前に次のを意事項をよく読んでください。 

ディスクアレイの設定や保守用パーティションの作成について 

ディスクアレイの設定や保守用パーティションの作成を含むセットアップをする場合は、 
r シームレスセットアップ」を利用することをお勤めします。シームレスセットアップでこれ 
らのセットアップを完了後、 NetWare のインス!-ールに進むようメッセージが表示されま 
す。メッセージの表示後、ここで説明する手順に従って NetWare をインス!-ールすることが 
できます。 

インスI^ールの前にハードウェアのセットアップをすべて完了しておく 

インス!-ールを始める前にオプションの増設や取り外し、 Express サーバ本体のセットアッ 
プ旧 I 0 S やオプションボードのコンフィグレーション）をすベて完了してください。 

不完全な状態のままインストールを始めると、メモリ認識容量に誤りを起こすことがありま 
す。 


割り込みの設定について 

• PCI ボードの割り込み （Interrupt ReQuest ( IRQ )) は、システム BIOS ユーティリテイの 
「 SETUP 」 の項目で設定します。 
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[割り込み値]* 

(例） LAN ボード （ 100 BASE - TX など） 

SCSI (内蔵 Adaptec / AdaptecSCSI/Mylex DAC ) 

* 割り込み値はシステムの環境によって変わります。 


- LAN ボード （100 BASE - TX 接続ボードなど)の割り込みとディスク関連（ディスクア 
レイコント□-ラや SCSI 等)の割り込みを重複(シェアリング)させないでください。 
(マルチプ□セ、ソサ環境での使用も含む）。 

[割り込み優先順位(高い一低い)] 

0* 一 1 * 一 2/9一 10一 11一12一 13一 14一 15 一3一4一 5一 6 一7 一8 

*0、1は予約済み 


IRQ 10 /IRQ 11 /IRQ 5には、通常マザーボード内蔵の SCSI コント□ーラや LAN コ 
ント□ーラが割り当てられています。八ードウエア編の「システム巨 103(160 ペー 
ジ)」に示すシステム目 IOS ユーティリティ （ SETUP ) を使って、あらかじめ割り当てを 
変更してください。 

ディスクアレイについて 

ディスクアレイシステムの設定をする場合 、 「Write Policy (または Write Cache )」 は特に必 
要のないかぎり 「WRITE THRU 」 に設定してください。 「 WRITE 目 ACK 」 で使用する場合は、 
NetWare サーバのシャツトダウン後、 D に K アクセスランプが完全に消なするまでは本体の 
電源を OFF にしないでください。 

デバイスドライバのバージヨンについて 

オプションボード製品じは、 EXPRESS 巨 UILDER に含まれているデバイスドライバのファイ 
ルと同名のファイルが添がされています。 NetWare サーバをインス I -ールしたディレクトリ 
じあるファイルと、ボード製品に添付されているファイルのタイムスタンプを磕認して最新 
のドライバファイルをご使用ください。 

LAN ドライバについて 

オプションボード製品には、 EXPRESSBUILDER に含まれているデバイスドライバのファイ 
ルと同名のファイルが添付されています。 NetWare サーバをインストールしたディレクトリ 
にあるファイルと、ボード製品に添付されているファイルのタイムスタンプを磕認して最新 
のドライバファイルをご使用<ださい。 

♦ N 8504 -05/06 作 XP 巨4680 . LAN ) 


をボードの割り込み ( IRQ ) 設をは W 下の条件に従ってください。また、運用前に本設定の 
磕認をすることをお勧めします。 IRQ の設を方まじついては、八ードウエア編の r システ 
ム BIOS (162 ページ)」を参照してください。 

-をボードの割り込み （ IRQ ) に次の IRQ を使用しないでください。 

IRQ 7、13、 14( IDE 使用時）、15 


19 

Q Q 
R R 
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最新パッチの適用について 

0 S インストール後に Novell 社の Web サイト （ http :// www . novell . co . jp ) の Minimum Patch 
List で提供されている最新のパッチを適用してください。サーバの運用開始後も新たなパ、ソ 
チが提供された場合は、そのつど、適用するようじしてください。また、障害などが起きた 
場合も該当するパッチがリリースされていないかどうかお認してください。 

なお、適用の際にはじ(下の点についてを意してください。 

• パ、ソチを実行(解凍）してできるテ丰ストファイルをよく読んで手順を守ってください。 
• パ、ソチの適用後、必ず Express サーバ関連モジュールをインストールし直してください。 
インストールの手順については、バージョンごとに説明している項目を参照してくださ 
い。 

Symmetric Multi - Processin 旨 ( SMP ) 

SMP サポートモジュールのインストールは複数の CPU (プ□セ、ソサ）を搭載しているサーバ 
に対してのみ行ってください。複数のプ□セ、ソサを搭載していないサーバに SMP モジュール 
( SMP . NLM 、 MPS 14. PSM 、 MPDRIVER . NLM など)を□ー ドすると、サーバの動作に悪影 
響をおよぼすおそれがあります。 

複数のプ□セ、ソサを搭載していないサーバを使用している場合は、 DOS パーティションの 
NetWare ブートディレクトリ（通常は C :¥ NWSERVER ) じある STARTUP . NCF ファイルを磕 
認して SMP サポートモジュールを□ー ドするためのじ(下のような記述がないことを確認して 
ください。 

参 NetWare 4. x の場合 

LOAD MPS 14 .PSM 
LOAD SMP.NLM 
LOAD MPDRIVER ALL 

参 NetWare 日 . x の場合 

LOAD MPS 14 .PSM 

複数のプ□セ、ソサを搭載していないサーパの STARTUP . NCF ファイルに上記の記述がある場 
合は、該当する行を削除してから NetWare を再起動してください。なお、上記の記述は 
INSTALL . NLM または NWC 0 NF に. NLM から SMP のインストールを行うと自動的に追力□さ 
れます。 
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インストールの準備 


NetWare のインス I -ールを始める前に行わなければならない準備じついて説明します。 

I M-O インス I ルを行う前に目 4 ページのま意事項を参照してください。ま意事項には 
NetWare を正しくインストールずるために必要な情報び記載されていまず。 


八ードゥエアの準備 

オプションの取り付けや八ードウエアのコンフィグレーション（ディスクアレイの構築な 
ど）、巨 IOS セットアップなどの前準備を行ってください。オプションの取り付けや BIOS の 
セットアップについては r 八ードウエア編」を参照してください。 

八ードウエアのコンフィグレーションは、添付の CD - ROM 「 EXPRESS 巨 ULDER 」 の「シーム 
レスセットアップ」を使うとディスクアレイのセットアップから保守用パーティションのセッ 
トアップまでを自動でセットアップすることができます。 

■: ディスクアレイ設をの詳細な説明は「ソフトウエア編」またはオンラインドキュメントに記 

載されています。併せて参照してください。 


ソフトウェアの準備 

次のものを準備してください。 

n NetWare 4.2(日本語版）または NetWa 「 e 5/5.1( 日本語版）ソフトウェアパック 
n インス!ルシステム（セットアップ用 MS - DOS ) FD または 3.5 インチフ□、ソピーディス 
ク1枚 

n EXPRESSBUILDER ( CD - ROM ) 
n ユーザーズ ガイド(本書） 

「インストールシステム（セットアップ用 MS - DOS )」 は NetWare のインス I ルに必要なセッ 
トアップディスクです。このディスクは添付の CD - ROM 忙 XPRESS 目 ULDER 」 を使って作 
成します （ r シームレスセットアップ」を使ったセットアップで、セットアップの終了前に r イ 
ンストールシステム（セットアップ用 MS - DOS )」 を作成した場合はここで作成する必要はあ 
りません)。 

ディスクの作成手順を次に示します。 

1 . Express サーバの電源を ON (こする。 

2. ミ乘付の CD - ROM 「 EXPRESS 目 ULDER 」 を CD - ROM ドライブ、にセットする。 

3. リセ、ソトするレ Ctrl > キーと < AI わキーを押しなが 6< Delete > キーを押す)か、電源を OFF / ON して 
Express サーバを再起動する。 

Express サーバが CD - ROM から起動し、メニューを表示します。 
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4. EXPRESS 目 ULDER のトップメニューか 6 [ツール]を選択する。 

己.[ツールメニュー]か6[サポートディスクの作成]を選択する。 

6 . [サポートディスク作成メニュー]か6[インストールシステム（セットアップ用 MS - DOS )] を選択 
する。 

7. あ6かじめ用意した 3.5 インチフ□、ソピーディスクをフ□、ソピーディスクドライブにセットして 
< Enter > キーを押す。 

]：> (降は画面に表示されるメッセージに従って作業を進めるとインストールシステム（セツトアップ 
用 MS - DOS ) が作成されます。 
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インストールシステムのセツトアツ 


インス!ルシステム（セットアップ用 MS - DOS ) をセットアップする方法について説明しま 
す。 NetWare をインストールする場合は、あらかじめインストールシステム(セットアップ 
用 MS - DOS ) を八ードディスクにセットアップする必要があります。 

1. 「インストールシステム(セットアップ用 MS - DOS )」 をフ□、ソピーディスクドライブ(こ挿入し、シ 
ステムの電源を ON にする。 

MS - DOS が起動し、インストールシステム(セットアップ用 MS - DOS ) のセットアップメニューが 
表示されます。 

2. キーボードの<レキーを押して、 ri . 八ードディスクの環境を設定する」を選択し、 < Enter > キーを 
押す。 

インストール先のドライブは C : に固定です。 

自動的に FDISK ユーティリティが起動され 、 FDISK Options メニューが表示されます。 

W-OIM 

すでにオフライン保守ユーティリティをインス I ルしている場台、インス I ル済みのパー 
ティシ ョンを削除 ( Delete ) しないよ うま意して ください。 

3. <レキーを押して、「1 . Create DOS partition 〇 「 Logical DOS Drive 」 を選択し、<£| 1 ぉ「>キーを 
押す。 

Create DOS partition or Logical DOS Drive の選択画面が表示されます。 

4. <レキーを押して、「1 . Create Primary DOS Partition 」 を選択し、 < Enter > キーを押す。 

基本 DOS パーティションを作成します。 

DOS で利用できる最大サイズに G 目]: rp ) を確保するかどうかを確認するメッセージが表示されま 
す。 

己. < N > キーを 押し、 < Enter > キーを 押す。 

確保する DOS 領域のサイズの指定画面が表示されます。 


導入編 
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目.確保する DOS 領域のサイズを入力し、 < Enter > キーを押す。 

NetWare サーバとして使用する場合、 20 MB +搭載メモリ容量上の値を入力してください。 

•L 励 

MS-DOS パーティションサイズについて 

万一、 NetWare の運用中に障害が発生した場合、障害解がの手段の一つとしてメモリダンプを 
採取する場合があります。メモリダンプは通常 MS - DOS パーティションにコピーされます。 
サーバの運用停止時間を短縮するため、また障害原因を早急につきとめるためにも MS-DOS 
パーティションサイズ (Partition size ) は、 20 MB ( NetWare 5/5.1( 日本語版）の場合は 50 MB ) +搭 
載メモリ容量に Lb に設をすることをお勧めします。なお、 MS - DOS パーティションに搭載メモ 
リじ Lb の空き領域がない場合はフロッピーディスクに採取するため数時間サーバを運用できな 
くなります。また、搭載メモリ容量分の空きフロッピーディスクが必要です。 

なお、 MS - DOS パーティションに必要な空き容量がない場合は、メモリダンプ採取用のハード 
ディスクを増設し、必要容量の MS - DOS パーティションを作成すればメモリダンプを採取する 
ことができます（この場合、メモリダンプの取得はメモリダンプ取得用の MS - DOS パーティショ 
ン作成必降の NetWare 運用時から可能となります）。 

7. < Esc > キーを押す。 

FDISK Options メニューに戻ります。 

8 . <2>キーを押して口 . Set active partition 」 を選択し、 < Enter > キーを押す。 

9. 上記の手順1〜6で確保した DOS 領域 (PRI DOS ) (こ該当する番号を入力し、 < Enter > キーを押す。 
確保した DOS 領域をアクティブにします。 

10. < Es にキーを数回押して FDISK ユー ティリティを終了させる。 

自動的にシステムが再起動されます。 

11. セットアップメニューで<2>キーを押し、「2.システムを八ードディスクへインストールする」を 
選択する。 

システムファイルの転送を行います。 

システム転送を開始すると確認メッセージが2◎表示されます。 

12. インストールを中断する場合は < N > キーを、インストールを始める場合は < Y > キーを押し、 
< Enter > キーを押す。 

システムの転送先は C :¥ D 0 S です（変更はできません)。 

キーボー ド選択の画面が表示されます。 

13. 使用するキーボードに該当する番号を人力する。 

プリンタ選択の画面が表示されます。 

14. 使用するプリンタ(こ該当する番号を人力する。 

15. MS - DOS システムの転送終了後、画面の指示(こ従ってフ□、ソピーディスクをフ□、ソピーディスク 
ドライブか6抜き、 < Y > キーを押す。 

八ードディスクか 6 MS - D 0 S が起動します。 


W 上でインストールシステム（セットアップ用 MS - DOS ) のセットアップは終了しました。 

■: この MS - DOS システムで CD - ROM ドライブを使用するときは、日本語環境でシステムを起 

じント I 動してください。 
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NetWare 4.2(日本語版)のインストール 


NetWare 4.2(日本語版）のインストール方まじついて説明します。 

I M-O NetWare 4.2( 日本語版)をインス I ルする前にインス I ルシステム(セットアップ用 
MS-DOS) をセットアップしてください。 

デバイスドライバのセットアップ 

サーバソフトウエアのインストールを行う前に NetWare 4.2(日本語版)用差分デバイスドラ 
イバを W 下の手順でインストールします。 

1. CD - ROM 「 EXPRESS 目 ULDER 」 を CD - ROM ドライブ、にセットする。 

2. MS - DOS プ□ンプト(こ続いてじ(下のコマンドを入力し、 < Enter > キーを押す。 

C:¥> NW4X 

インストールに必要なモジュールが八ードディスク(こコピーされます。 

3. < Y > キーを押す。 

セットアップを開始します。 

ヴーバソフトウエアのインス I ル 

デバイスドライバのセットアップが完了した後、じ(下の手順に従ってサーバソフトウエアを 
インストールします。 

■: インストールの詳細については、 NetWare のマニュアルを参照してください。また、 

NetWare に添付されている 「NEC Express 5800シリーズご使用上のを意」も参照してくださ 

い。 

1. 内蔵の八ードディスクか 6 MS - D 0 S が日本語モードで起動されていることを確認する。 

w-oira 

CONFIG.SYS および CONFIG.us に、下の記述びある場合はその行を削除した後、 
Express サーノ 'C を再起動してください。 

DEVICE 二 C:¥DOS¥HIMEM.SYS 

2. NetWare 4. 2(日本語版）のマニュアル(こ従って NetWare 4.2 付属の NetWare 4.2 Operating 
System CD - ROM および NetWare 4.2 License / lnstall ディスクをそれぞれセットする。 

3. MS - DOS プ□ンプトに続いて]:>(下のコマンドを入力し、 < Enter > キーを押す。 

C:¥> Q: 

Q:¥> INSTALL 

( CD - ROM ドライブが Q : の場合のコマンド記述例） 

言語選択画面が表示されます。 
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4. 「Select this line to install in Nihongo 」 に力ーソルを合わせ、 < Enter > キーを押す。 

ライセンスに関する画面が表示されます。 

5. 内容を確認し、インストールを続巧する場合は 、 「NetWare 4.2」を選択する。 

インストール方法の選択の指定画面が表示されます。 

目. 「NetWare 4.2 のカスタムインストール」を選択する。 

• L 回 

4 GB を越える容量のハードディスクにインストールする場合、ハードディスクが実際の容量よ 
り少なく認識され、容量不足のメッセージが表示される場合がありますが、+分な容量がある 
場合は、正常にインストールできます。メッセージを無視して処理を続行してくださぃ。 

サーバさ)入力画面および IPX 内部ネットワーク番号入力画面が表示されます。 

7. サーバを、 IPX 内部ネットワーク番号を入力する。 

NetWare のマニュアル（「インストール」など）を参照してください。 

サーバのブートファイルを DOS パーティションじコピーする画面が表示されます。 

8 . < Enter > キーを押す。 

サーバの□一カル環境設定の選択の画面が表示されます。 

9. < レキーを押してキーボード配列の列(こ力ーソルを合わせ、 「 Japan 」 を選択し、 < Enter > キーを 
押して続行する。 

スタートアップ時の SET コマンドの指定画面が表示されます。 

10. 「 Yes 」 を選択後、下の SET 〕 マンドを記述する。 

SET RESERVED BUFFERS BELOW 16 MEG 二 300 

次に該当する場合は、さ6に SET コマンドを追加入力してください。 

<100 BASE - TX ( N 8104 -8 日、本体内蔵 LAN ) 用 LAN ドライバをインス I -- ルする場合> 

SET MINIMUM PACKET RECEIVE BUFFERS 二 100 ;1 00または 1 00 lU 上 

SET MAXIMUM PACKET RECEIVE BUFFERS 二 500 ; 曰00または已〇 OIU 上 

<オプションボードのドライバを同時にインストールする場合> 

をオプションボード用のドキュメント(こ従って SET コマンドを記述してください。 

SET 〕マンドの入力が終了した6、 < F 10>キーを押して続行してください。 

に ERVER . EXE を□-ドするコマンドを AUTOEXEC . BAT (こ追加しますか？」と表示されますの 
で、追加の可否を選択して<ださい。 

自動的(こ NetWare システム(こ切り替わり、 INSTALL . NLM が起動します姬動の際、画面表示が白 
く乱れる場合がありますが、動作上は問題ありません)。 

INSTALL . NLM の起動後、インストーラがデバイスを自動お化してドライバの選択を実行しま 
す。 

w-OiM 

複数のドライバが検出されて選択を促される場台びありますび、く F 3> キーを}甲してドライバ 
を還択せず続行してください。また、八ードウエアに対応するドライバび見つか5ない場合は、 

く F 10> キーを巧して続行してください。 

インストーラ(こよるドライバ選択が終了すると、サーバドライバの選択画面(こなります。 
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11. 不要なドライバの選択解除および Express サーバ用の差分ドライバの追加選択をする。 


次(こ示す表(こ従って必要なドライバの選択解除/追加選択を行って < ださい。なお、インストー 
ル元パスが r (内蔵八ードディスク）」となっているドライバは、サーバドライバの選択画面で 
< lnser わキーを押した後、 < F 3> キーを押してパスを指定します。 


ドライバの選択/解除後、自動的にドライバの□ー ドが始まります。 < AI わキーを押しなが6 
< Esc > キーを押して、システムコンソール画面に切り替えてください。 



si 饥などのパラメータを表示して入力を促された6、表示された値の中か6、使用する環境に合つ 道 
た値を入力し、 < Enter > キーを押してください。ドライバの□ー ドが完了します。 A 

編 

w-oira 

選択解除ずるドライバと追加するドライバの名称び同じでもインストール元のパスび異なりま 
ず。いつたん解除してインストール元のノくスを入力して還択追加してください。 


使用ずるコント□-ラ/ 
デバイス 

選択解除ずる 
ドライバ名 

選択追加ずる 
ドライバ名 

インストール元 
パス 

備考 

内蔵 IDE CD-ROM 
Primary 接続 

IDEATA.HAM 

EXIDEATA.HAM 

(内蔵八ードディスク） 
C: 生 XPNW42 

U 下のパラメータを指定 
INT=E 

PORT=1F0 

内蔵 IDE CD-ROM 
Secondary 接続 

IDEATA.HAM 

EXIDEATA.HAM 

(内蔵八ードディスク） 
C: 吿 XPNW42 

U 下のパラメータを指定 
INT=F 

PORT=170 

本体内蔵 AdaptecSCSI 
(N 8103 -56) 

なし 

ADPT160M.HAM 

(内蔵八ードディスク） 
C: 集 XPNW42 

SCSIHD.CDM が自動□ー ド 
されまず。 

Mylex ディスク 
アレイコント□ーラ 

(N 8103 -52/53/53A、 

N 8503 -43/53) 

N 8103 -52/53/53A 
なし 

MDAC.HAM 

(内蔵八ードディスク） 
C: 集 XPNW42 

SCSIHD.CDM が自動□ー ド 
されまず。 

N 8503 -43/53 
MDAC.HAM 

Adaptec SCSI コント 

□—ラ 

(N8 103-42) 

AHA 2940 .HAM 

A に7870 .DSK* 

(内蔵八ードディスク） 
C: 吿 XPNW42 

U 下のパラメータを指定 
lun_enable=xx 
( XX : lun 番号） 

本体内蔵 LAN 、 

N 8104 -80/85 

なし 

CE100B.LAN 

(内蔵八ードディスク） 
C: 集 XPNW42 

Slot など必要なパラメータ 
を指をずる。 

B 468011接続ボード 
(AMD) 

(N 8504 -05/06) 

なし 

EXPB 4680 .LAN 

(内蔵八ードディスク） 
C: 集 XPNW42 

Slot など必要なパラメータ 
を指をずる。 


* A に7870 . DSK を選択する場合、 ADPT 160 M . HAM および SCSIHD . CDM より先(こ選択してください。 
後(こ選択してしまうとじ(降の動作(こ支障をきたす場合があります。 


12. NetWare のマニュアル じ 従って NetWare デイ スクパーテ イシ ヨンの作成、 NetWare ボリュームの 
管理、 Novell デイレクトリサービスのインス I ルなどの NetWare サーバシステムの設定をずる。 

また、途中でソフトウェアの起動時に実行するコマンド等を指定するため、 NCF ファイルの編集 
を巧う場面があります。環境に応じた編集作業を巧ってください （7 日ぺージ参照)。 



STARTUP . NCF ファイルの編集の際、デフォルトで記述されている下のか411□—ドの行 
を削除してください。 

load pk 41 1 
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13. Express サーバ関連モジュールをインストールする。 

システムコンソールか 61 U 下のコマンドを入力します。 

LOAD INSTALL 

「インストールオプション」メニューかプ□ダクトオプション」一「リストにはないプ□ダクトの 
インストール」を選択し、 < F 3> キーを押して、パスに rC :¥ EXPNW 42」 を指定します。 

[NEC Express 5800サーバ対応 NetWare 4.2」 システムモジュール]がチェックされていること 
を確認して < F 10> キーを押します。 

モジュールが自動的(こインストールされます。 

14. 必要なインストールが終了した6、システムコンソールか 6 J ：> (下のコマンドを入力する。 

DOWN 

EXIT 

MS - DOS プ□ンプトが表示されます。 

15. フ□、ソピーディスクと CD - ROM をそれぞれのドライブか6取り化した後、 ]：> (下のコマンドを入力 
し、 MS - DOS を英語環境で起動する。 

C :¥> SWITCH 

コマンド実行後リセ、ソトされます。 

(降、 NetWare サーバを運用する際には MS - DOS システムを英語環境で起動してください。 

16. NetWare アップデートモジュールを適用する。 

Novell 社の Web サイト （ http :// www . novell . co . jp ) の Minimum Patch List を確認し、パ、ソチ/アッ 
プデートモジュールが提供されている場合は、それ6を適用してください。 OS インストール時に 
Web サイトか6モジュールをダウン□-ドできる環境が整っていない場合は、環境が整い次第、 
早め(こ適用して < ださい。 

17. アップデートモジュールの適用後、 Express サーバ関連モジュールをインストールする。 
システムコンソールか6じ(下のコマンドを入力します。 

LOAD INSTALL 

INSTALL . NLM の「インストールオプション」メニューかプ□ダクトオプション」一「リストには 
ないプ□ダクトのインストール」を選択し、 < F 3> キーを押して、パスに rC :¥ EXPNW 42」 を指定し 
ます。 

モジュールが自動的(こインストールされます。 

18. システムコンソールか 61 U 下のコマンドを入力する。 

DOWN 

RESTART SERVER 

19. 複数の CPU を搭載している場合は 、 NetWare 4.2 SMP をインストールする。 

20. NetWare サーバ用管理ソフトウエアをインストールする。 


NetWare サーバ用管理ソフトウェアとして rESMPRO / ServerAgent」、[Global Array Manager 
( GAM ) Server 」 などがあります。添付の CD - ROM 「 EXPRESS 目 ULDER 」 か 6 インストールして 
ください。また、サーバ管理用 PC にインストールしてサーバの管理•監視をするソフトウェアも 
EXPRESS 目 UILDER にあります。「ソフトウエア編」を参照してインストールしてください。 
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21 . システム情報のバックアップをとる。 


添がの CD - ROM 「 EXPRESS 目 ULDER 」 の「オフライン保守ユーティリティ」を起動して、マザー 
ボード内のセットアップ情報のバックアップをとります。 

システム情報のバックアップがないと、修理後にお客様の装置固有の情報や設定を復旧（リスト 
ア）できなくなります。34ページの手順に従ってバックアップをとってください。 

上でインストールは完了です。 

ム(下に、 NCF ファイルの例を示します。内容は使用する環境に従い編集する必要がありま 
す。 

辯継ま 「 NetWare 用デバイスドライバの□-ド方法」またはオプション製品に関するマニュ 
アルや NetWare のマニュアルを参照してください。） 

• C : STARTUP.NCF の記述例 （ INSTALL.NLM で編集） 


*1 


本2 
本2 


本2 


;NetWare Support Pack じより、次の行が削除または追力□されました。 
load c :¥ nwserver ¥ diag 411 .nlm 
load c :¥ nwserver ¥ pk 411 .nlm 
load c :¥ nwserver ¥ pver 4 .nlm 
load c :¥ nwserver ¥ cpucheck.nlm 

;NetWare Support Pack のインストール(こより行われた変更内容の終わり 

;The following lines were moved or added by the NetWare Support Pack 
;End of modifications mode by NetWare Support Pack installation 

load mpsM.psm 
load smp.nim 
load mpdriver.nlm all 

set reserved buffers below 16 meg =300 
set maximum packet receive buffers = 500 
set minimum packet receive buffers = 100 
set maximum physical receive packet size = 2048 


バックアップ装置使用時必須 
必須 (500 U 上に設定してください） 
必須 （ 1 00 U 上に設定して < ださい） 
; 2048似上） 


load c:nwpa /naload 
load vgadisp 

load c : aic 7870 lun _ enable=ff 

load c : adpt 160 m.ham slot = 10008 / lun =2 
load c : adpt 160 m.ham slot = 10009 / lun =2 
load c : scsihd.cdm 

load ciscsimo.cdm 
load c : scsi 2 tp.cdm 

load c : exideata.ham int=e port =1 f 0 
load c : exidecd 2 .cdm 

load c : mdac.ham slot=xxx 

load c : nwaspi.cdm 

load keyb Japan 


; 必須 

; 日本語表示用 

外付け AdaptecSCSI ( N 81 03-42) 接続のデバイス用 

内蔵 AdaptecSCSI ch-A 
内蔵 AdaptecSCSI ch-B 
SCSI / DAC 接続八ードディスク用 

巧蔵 SCS 暇続 MO 用 
;内蔵 SCSI 接続 TAPE 用 

巧蔵 IDE Primary 用 
巧蔵 IDE CD - ROM 用 

; Mylex デイスクアレイコント□—ラ用 

巧蔵 SCS 暇続デバイス用 ASPI モジュール 
;( ARCserve 等の ASPI インタフ王ースを使用する AP 用） 

;106/109 キーボード用 


*1 NetWare 4.2 Support Pack をインストールすると、自動的に追力□されます。 SMP インストール後は、 
先頭に SMP 関連モジュールの□ー ド行が追力日されるので、この8行を先頭に移動してください。 

*2 下線部の番号はシステムの環境によって変わります。 
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n-O • A に7870 . DSK を□-ドする場合、 ADPT 1 60 M . HAM および SCSIHD . CDM より先 
に□ー ドしてください。後に□ー ドするとじ(降の動作に支障をきたす場合があります。 

• 下の SET パラメータをデフォルト値 (409 目)か5変更ずる場合は値をに048」未満 
に設定しないでください。 

MAXIMUM PHYSICAL RECEIVE PACKET SIZE 


• AUTOEXEC.NCF の記述例 （INSTALL.NLM で編集) 


冬^ 


で 

で 


ネ勺 

ネ勺 


set Upgrade Low Priority Threads = ON 

set Time Zone =」ST-9 

set Daylight Savings Time Offset =1:00:00 

set Start Of Daylight Savings Time = INVALID FORMAT 

set End Of Daylight Savings Time = INVALID FORMAT 

set Default Time Server Type = SINGLE 


set Bindery Context = 0=AAA 
file server name SERVER 1 
ipx internal net 2F5F7382 

set minimum file cache buffers = 200 ; 省略巧 

mount all 


load cdrom 
load tsa410 
load tsands 


;CD-R0M 用 
; バックアップ装置用 


load tapedai 
scan for new devices 


外付け AdaptecSCSI 接続テープ 
デバイス用 

外付け AdaptecSCSI 接続テープ 
デバイス用 


load celOOb slot= 10001 frame=ethernet_ 802.2 name=ce100b_e82 
bind ipx ce 100b_ 霜？?宿仁11111111 


内蔵100 BASE-TX 用 

を IPX ネットワークへドライバを 

bind 


load expb 4680 slot=2 franne=etherne し802.2 
bind ipx expb 468 0_e82 net=33333333 


nanne=expb 468 0_e82; 目46801 1 接続ホ、、-ド (N8504-05,06) 用 
; 各 IPX ネットワークへドライバを 
;bind 


* 1上記の時間帯情報はサーバをの前でなければなりません。 
*2 下線部の番号はシステムの環境(こよって変わります。 
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NetWare 5/5. U 日本語版)のインストール 


NetWare 5/5.1 (日本語版）のインストール方まについて説明します。 

I M-O NetWare 5/5.1 (日本語版)をインス I ルずる前にインス I ルシステム(セットアップ 
用 MS - DOS ) をセツトアップしてください。 


デバイスドライバのセットアップ 

サーバソフトウエアのインストールを行う前に NetWare 5/5.1( 日本語版)用差分デバイスド 
ライパを]: i 下の手順でインスI-ールします。 

1. CD-ROM「EXPRESS 目 ULDER」 を CD-ROM ドライブ、(こセットする。 

2. MS-DOS プ□ンプト(こ続いてじ(下のコマンドを入力し、 <Enter> キーを押す。 

C :¥> NW 已 X 

インストール(こ必要なモジュールが八ードディスク(こコピーされます。 

3. <Y> キーを押す。 

セットアップを開始します。 


導入編 
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ヴーバソフトウエアのインス I -ール 

デバイスドライバのセットアップが完了した後、下の手順に従ってサーバソフトウエアを 
インス I '''ールします。 

インストールの詳細については 、 NetWare 5/5.1( 日本語版）のマニュアルを参照してくださ 
区>卜1 い。 


1. MS-DOS プ□ンプトに続いて]:>(下のコマンドを入力し、 <Enter> キーを押す。 

C :¥> NW 5 ENV 

MS-DOS の環境設定ファイルを更新し、システムのリブート後、英語環境で MS-DOS が起動します。 

2. NetWare 日/ 5. 1 ( 日本語版）のマニュアル(こ従って NetWare 日/ 5. 1付属の NetWare 日/己.1 
Operating System CD-ROM および NetWare 5/5.1 License ディスクをそれぞれセツトする。 

3. MS-DOS プ□ンプトに続いて]: rp のコマンドを人力し、 <Enter> キーを押す。 

C :\> Q : 

Q :\> INSTALL 

(CD-ROM ドライブが Q: のコマンド記述例） 

言語選択画面が表示されます。 

4. 「Select this line to install in」apanese」 に力ーソルを合わせ、 <En1:er> キーを押す。 

ライセンスに関する画面が表示されます。 

己.ライセンス情報を読み、表示内容(こ同意する場合は、 <F10> キーを押す。 

同意しないとインストールされません。同意すると NetWare サーバのインストールを開始する画 
面が表示されます。 

巨.インス!-ールの種類と起動ディレクトリを設定する。 

その後、画面の表示に従って NDS バージョン、 CD-ROM ドライバ、サーバの、サーバの地域、マ 
ウスタイプとビデオモードの設定などを巧ってください。 

NetWare のマニュアル （r 概要/インストール」など）を参照してください。 

HDETECT.NLM の起動後、インストーラが自動的にお化したドライバを表示します。 
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7. 「変更」を選択して不要なドライバおよび Express サーバ用の差分ドライバを追加する。 

それぞれのデバイスタイプのドライバにカーソルを合わせ、 < Enter > キーを押します。 
下表を参考に削除するドライバにカーソルを合わせて < Delete > キーを押してください。 


追加するドライバがある場合は、 < lnser わキーを押してドライバ選択画面を表示させてか6ドラ 
イバを選択し、必要なパラメータを設定してください。 

なお、インストール元パスが r (内蔵八ードディスク）」となっているドライバは、ドライバ選択画 
面で < lnser わキーを押した後、 < F 3> キーを押してパスを指定します。 

ドライノ\'の削除/追加後、自動的にドライバの□ー ドが始まります。 



選択解除ずるドライバと追加ずるドライバの名称び同じでも、インストール元のパスが異なり 
ます。いったん解除してインストール元のパスを入力して選択追加してください。 



導 

入 

編 


デバイスタイプ 

使用するコント□-ラ/ 
デバイスなど 

削除する 
ドライバ名 

追加(使用)する 
ドライバ名 

インストール元 
パス 

備考 

プラットフオーム 
サポートモジュール 

2つた i 上の CPU 

なし 

(MPS14) 

- 

変更不可。 

記憶アダプタ 

内蔵 IDE CD-ROM 
Primary 接続 

IDEATA.HAM 

EXIDEATA.HAM 

(内蔵八ードディスク） 
じ隻 XPNW5X 

以下のパラメータを指定 
INT=E 

PORT=1F0 

内蔵 IDE CD-ROM 
Secondary 接統 

IDEATA.HAM 

EXIDEATA.HAM 

(内蔵八ードディスク） 
じ生 XPNW5X 

以下のパラメータを指定 
INT=F 

PORT=170 

本体内蔵 AdaptecSCSI 
N8 103-56 

<NetWare 已> 

なし 

ADPT160M.HAM 

(内蔵八ードディスク） 
。生 XPNW 已X 

ス□、ソト値など必要なパ 
ラメータを指定してくだ 
さい。 

<NetWa「e 已 . 1 > 
ADPT160M. 

HAM 

Mylex ディスク 
アレイコント□ーラ 

(N8103-52/53/53A. 

N8503-43/53) 

N8103-52/53/53A 

なし 

MDAC.HAM 

(内蔵八ードディスク） 
じ生 XPNW5X 

ス□、ソト値など必要なパ 
ラメータを指定してくだ' 
さし"'。 

N8503-43/53 

MDAC.HAM 

Adaptec SCSI コント 
□—ラ 

(N8 103-42) 

AHA2940.HAM 

AHA2940.HAM 

(内蔵八ードディスク） 
じ生 XPNW5X 

ス□、ソト値など必要なパ 
ラメータを指定してくだ' 
さし"'。 

記懦デバイス 

内蔵 IDE CD-ROM 

IDECD.CDM 

EXIDECD2.CDM 

(内蔵八ードディスク） 
じ生 XPNW5X 


AdaptecSCS 愼続 

A— ドディスク 

Mylex ディスクアレイ 
コント□ーラ接続 
八ードディスク 

なし 

(SCSIHD.CDM) 

(内蔵八ードディスク） 
じ隻 XPNW5X 


SCSI MO 

なし 

(SCSIMO.CDM) 

(内蔵八ードディスク） 
じ生 XPNW5X 


SCSI テープデバイス 

なし 

(NWTAPE.CDM) 

(内蔵八ードディスク） 
。生 XPNW 已X 

ARCserve 使用時は選択 
しないでください。 

SCSI テープデバイス 

なし 

(NWASPl.CDM) 

(内蔵八ードディスク） 
。生 XPNW 已X 

バックアップ装置使用時 

ネットワークボード 

本体内蔵 LAN 

N8 104-80/8 已 

<NetWare 已> 

なし 

CE100B.LAN 

(内蔵八ードディスク） 
。生 XPNW 已X 

ス□、ソト値など必要なパ 
ラメータを指定してくだ 
さい。 

<NetWare 已 . 1 > 
CE100B.LAN 

B 468011接続ボード 
(AMD) 

(N8504-05/06) 

なし 

EXPB4680.LAN 

(内蔵八ードディスク） 
じ生 XPNW 已X 

ス□、ソト値など必要なパ 
ラメータを指定してくだ 
さい。 
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8 . NetWare のマニュアルに従って NetWare デイスクパーテイシヨンの作成、 NetWare ボリュームの 
管理、 Novell デイレクトリサービスのインストールなどの NetWare サーバシステムの設定をす 

る。 


W-OIE 

CD - ROM のマウント中は、マウントび完了ずるまでしば5く待ってください。マウント中に 
キーボードか5の操作を行うとヴーノ くげへンヴァッ プすることびあります。 

インストール終了時、サーバを再起動するかどうかを確認するメッセージが表示されます。 

9. 「N0」を選択し、[再起動する必要があります!]ダイア□グボックスの [0K] ボタンをクリックす 
る。 

10. <AI わキーを押しなが 6<Es にキーを押して〕ンソール画面(こ切り替えてか SmOWN」 と入力す 
る。 

しば6くすると、 MS-DOS プ□ンプトの画面が表示されます。 

11. エディタに: ¥D0S¥EDIT など)で下のようじ環境設定ファイルを修正し、フ□、ソピーディスクと 
CD-ROM をそれぞれのドライブから取り化してからサーバを再起動ずる。 

編集するファイル： C :¥ AUTOEXEC.BAT 

r 編集後- 

©ECHO OFF 
path C:¥;C:¥dos 
prompt=$p$g 
C: 

CD \NWSERVER 
SERVER 


編集するファイル： C :¥ CONFIG.SYS 

p 編集後- 

FILES=30 

BUFFERS=30 

country=1,437, C:¥dos¥country.sys 
device=C:¥dos¥ikeyb.sys /106 C:¥dos¥jkeybrd.sys 
device=C:¥dos¥ansi.sys 
shell=C:¥command.com /p 


12. NetWare アップデートモジュールを適用する。 

Novell 社の Web サイト （h け p://www.novell.co.jp) の Minimum Patch List を確認し、パ、ソチ/アッ 
プデートモジュールが提供されている場合は、それ6を適用して<ださい。 0S インストール時(こ 
Web サイトか6モジュールをダウン□-ドできる環境が整っていない場合は、環境が整い次第、 
早めに適用して < ださい。 

13. アップデートモジュールの適用後、 Express サーバ関連モジュールをインストールする。 

NWC0NF にの r 環境設定オプション」メニューかがプ□ダクトオプション」一「リスト(こないプロ 
ダクトのインストール」を選択し、 <F3> キーを押してパス(こ rC:¥EXPNW 己X」を指定します。 
<F10> キーを押すと、システムモジュールが自動的(こインストールされます。 

14. 必要なインストールが終了した6、システムコンソールか 6J：> (下のコマンドを人力する。 

DOWN 

MS-DOS プ□ンプトが表示されます。 
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15. MS - DOS プ□ンプトで J :> (下の〕マンドを入力する。 

SERVER 

16. NetWare サーバ用管理ソフトウェアをインストールする。 

NetWare サーバ用管理ソフトウェアとして rESMPRO / ServerAgent」、「Global Array Manager 
( GAM ) Server 」 などがあります。添付の CD - ROM 「 EXPRESS 目 UILDER 」 か 6 インストールして 
ください。また、サーバ管理用 PC にインストールしてサーバの管理•監視をするソフトウェアも 
EXPRESSBULDER にあります。「ソフトウェア編」を参照してインストールしてください。 

17. システム情報のバックアップをとる。 

添がの CD - ROM 「 EXPRESS 目 ULDER 」 の「オフライン保守ユーティリティ」を起動して、マザー 
ボード内のセットアップ情報のバックアップをとります。 

システム情報のバックアップがないと、修理後にお客様の装置固有の情報や設定を復旧（リスト 
ア）できなくなります。34ページの手順に従ってバックアップをとってください。 


じ(上でインストールは完了です。 

W 下に NCF ファイルの例を示します。内容は使用する環境に従い編集する必要があります。 
辯總ま 「 NetWare 用デバイスドライバの□-ド方法」またはオプション製品に関するマニュ 
アルや NetWare のマニュアルを参照してください。） 


• C:STARTUP.NCF の記述例 （NWCONFIG で編集 ) 


Set Maximum Physical Receive Packet Size = 

2048 夕 048 似上） 

load mpsM.psm 

;SMP 用 

load vgadisp 

; 日本語表示用 

load keyb」apan 

;106/109 キーボード用 

load c:adpt160m.ham slot= 10008 /lun=2 

; 内蔵 AdaptecSCSI ch-A 

load c:adpt160m.ham slot:= 10009 /lun=2 

; 内蔵 AdaptecSCSI ch-B 

load c:scsihd.cdm 

;SCSI/DAC 接続八ードディスク用 

load c:scsimo.cdm 

;SCS 暇続 M0 用 

load c:nwtape.cdm 

;SCS 愼続テープデバイス用 (SBC0N ューティリティ用） 

load c:exideata.ham int=e port=1f0 

; 内蔵 IDE Primary 用 

load c:exidecd2.cdm 

巧蔵 IDE CD-ROM 用 

load c:mdac slot=xxxx 

;Mylex ディスクアレイコント□-ラ用 

load c:aha 2940 slot=xxxx /lun=2 

;AdaptecSCSI (N81 03-42 ) 接続のデバイス用 

load c:nwaspi.cdm 

巧蔵 SCSI 接続デバイス用 ASPI モジュール 


* 下線部の番号はシステムの環境(こよって変わります。 


— "〇 ly 下の SET パラメータをデフォルト値 (409 目)か5変更する場台は値をに048」未満に設 
Bpq 定しないでください。 

MAXIMUM PHYSICAL RECEIVE PACKET SEE 


導入編 
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• AUTOEXEC.NCF の記述例 (NWCONFIG.NLM で編集 ) 


奉^ 


冬^ 


冬^ 


冬^ 


ネ〇 


set Time 乙 one = 」 ST-9 

set TIMESYNC Type = SINGLE 

set Default Time Server Type = SINGLE 

set Bindery Context = 0=ABC 

# Note: The time zone information mentioned above 

# should always precede the SERVER name. 

# WARNING!! 

file server name SERVER1 ; 必須(ネットワーク上で唯一の名前) 

# WARNING!! 

# If you change the name of this server, you must update 

# all the licenses that are assigned to this server. Using 

# NWAdmin, double-click on a license object and click on 

# the Assignments button. If the old name of 

# this server appears，you must delete it and then add the 

# new server name. Do this for all license objects. 

ServerlD 2468ACE 

set minimum file cache buffers = 200 
LOAD IPXRTR 

LOAD CE100B.LAN SLOT= 10003 FRAME=ETHERNET_ 802.2 NAME=CE100B_1_E82 

; 内蔵 Lan コント□ーラ用 

BIND IPX CE100B_1_E82 NET=1111 
LOAD IPXRTRNM 
LOAD TCPIP 

LOAD CE100B.LAN SLOT= 10003 FRAME=ETHERNETJI NAME=CE100B_1_EII 

; 内蔵 LAN コント□—ラ用 

BIND IP CE100B_1_EII addr=1 11.222 .33.44 MASK=2 日日 . 2 日日 .0.0 

mount all 

LOAD TSA 500 
LOAD SBSC 

SERCH ADD SYS:¥JAVA¥BIN 
SERCH ADD SYS:¥JAVA¥NWGFX 
SYS:¥SYSTEM¥NMA¥NMA5.NCF 
LOAD BROKER "SERVER 1.BROKER.ABC" 

# BEGIN SAS/PKE (ADDED by SASI) 

LOAD SAS 
LOAD PKI 

# END SAS/PKE (ADDED by SASI) 

LOAD DSCAT.NLM 
LOAD NLDAP.NLM 

# ConsoleOne の Console Manager および RConsoleJ のために RCONAGB.NLM が必要 

# LOAD SPXS 

# LOAD RCONAGB < ここにパスワードを人力ずる > 203416800 
STARTX.NCF 


;バックアップ装置用 
;SBCON ユーテイリテイ用 


* 1下線部の番号はシステムの環境(こよって変わります。 

*2 ユーティリティのパラメータなどについては、 NetWare のマニュアルを参照してください。 
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NetWare 用デバイスドライバの□—ド方法 


Express サーバ対応 NetWare 用デバイスドライバの□ー ド方まについて記述します。 

— "〇 オプシヨンのボードを使用ずる場合は、 EXPRESSBUILDER 内のドライバとボードに添 
付されているドライバのタイムスタンプを確認し、新しい方を使用ずるようにしてくださ 
し、。また、その際には、ボードに添付されているマニュアルも必ず参照してください。 

内蔵 IDE ドライバ 

種類 

EXIDEATA.HAM 内蔵 IDE 用 Host Adapter Module 

EXIDECD 2 .CDM 内蔵 IDE 接続 CD-ROM 用 

□-ド方法 

く内蔵 IDE Primary 接続 CD-ROM を使用する場合 > 

LOAD じ EXIDEATA iM 二 e port 二 1 f 0 ; EXIDECD 2 の前に日ード必要。 

LOAD じ EXIDECD 2 

く内蔵 IDE Secondary 接続 CD-ROM を使用する場合 > 

LOAD C£XIDEATA int 二 f port 二170 ; EXIDECD 2 の前に□—ド/必要。 

LOAD じ EXIDECD 2 

ま意事項 

• ドライバを□ー ドする前に W 下のコマンドを実行してください。 
load c:nwpa /naload ; NetWare 4.2 の場合じ必要 

• nwpa . nim , nwpaload.nlm については、本書に従ってインス I ルしたモジュールを 
使用してください。 


導入編 
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AdaptecSCSI ( 本体内蔵 SCSI/N8103-56 ) ドライバ 


種類 

ADPT 160 M.HAM 

SCSIHD.CDM 

SCSI 2 TP.CDM 

NWTAPE.CDM 

SCSIM 0 .CDM 

NWASPI.CDM 

□ー ド方法 


内蔵 AdaptecSCSI 用 Host Adapter Module 
内蔵 AdaptecSCSI 接続 HDD 用 
内蔵 AdaptecSCSI 接続 TAPE 用 (NetWare 4.2 用） 

内蔵 AdaptecSCSI 接続 TAPE 用 （NetWare 5/5.1 
SBCON 使用時用） 

内蔵 AdaptecSCSI 接続 M 0 用 

内蔵 AdaptecSCSI 接続デバイス用 ASPI モジュール 


LOAD C : ADPT 160 M.HAM Slot=xxxx / Lun 二 yy 

LOAD C : SCSIHD.CDM .，へー ドディスクを使用する場合 

LOAD C : SCSI 2 TP.CDM ; TAPE デバイスを使用する場合 （NetWare 4.2 用） 

LOAD C : NWTAPE.CDM ; TAPE デバイスを使用する場合 （NetWare 5/5.1 

SBCON 使用時用） 


LOAD C : SCSIMO.CDM ; M 0 を使用する場合 

LOAD C : NWAS 円 . CDM ; ASPI インタフェースを使用する場合 


ま意事項 


• SLOT オプションは、使用する PCI ス□、ソト番号を指定します。省略して□ー ドする 
と番号が表示され、選択を促されます。指をが必要な SLOT の値を磕認する場合など 
じ省略してください。 


• LUN オプションは使用するデバイスに対してス车ャンする論理ユニ、ソト数を指をし 
てください。省略すると1つしかス丰ヤンせず、複数の論理ユニットを持つデバイス 
(集合系など)が正常に使用できません。 


• ドライバを□ー ドする前に W 下のコマンドを実行してください。 


load c:nwpa /naload ; NetWare 4.2 の場合じ必要 

• nwpa . nim , nwpaload . nlm については本書に従ってインス I ■■'―ルしたモジュールを使 
用してください。 

• AIC 7870 . DSK を□—ドする場合 、 ADPT 1 60 M . HAM および SCSIHD . CDM や 
NWASPI . CDM より先に□ー ドしてください。後に□ー ドしてしまうとじ(降の動作に 
支障をきたす場合があります。 


• ARCserve を使用する場合は、 NWTAPE / DLTTAPE を□-ドしないでください。起 
動ディレクトリ （ C :¥ NWSERVER ) にこれらのファイルが存在する場合は、ファイル 
をを別をに変更して<ださい。 

• S 巨 CON を使用する場合、 NWTAPE . CDM および NWASPI . CDM の両方を□-ドする 
必要があります。起動ディレクトリに: ¥ NWSERVER ) にこれらのファイルが存在し 
ない場合は、じ(下のコマンドを実行してファイルをコピーしてください。 


C:\>CD C:\NWSERVER 

C :\ NWSERVER > COPY C :\ NWSERVER \ DRIVERS \ NWTAPE .* 
C :\ NWSERVER > COPY C :\ NWSERVER \ DRIVERS \ NWAS 円.* 
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ディスクアレイ ( PCI ) ドライバ 

種類 

MDAC.HAM ディスクアレイコント□-ラ （ N 8103 -52/53/53 A 、 

N 8503 -43/53) 

□—ド方法 

LOAD C : MDAC.HAM slot 二 xxxx 
LOAD C : SCSIHD.CDM 

ま意事項 

SLOT オプションは、使用する PCI ス□ット番号を指をします。省略して□ードすると番 
号が表示され、選択を促されます。指をが必要な SLOT の値を磕認する場合などに省略し 
てください。 


導入編 
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AdaptecSCSI ( N 81 03-42) ドライノ （ 〜 Netware 4.2 用〜 

種類 

AIC 7870 .DSK 外付け AdaptecSCSI ボード( N 81 03-42) 

□ー ド方法 

LOAD C : A に7870 lun _ enable 二 ff 

ま意事項 

• ADPT 160 M . HAM 、 SCSIHD . CDM および NWASPI より先に日ードしてください。 
後に□ー ドしてしまうとじ(降の動作に支障をきたす場合があります。 

• バックアップ装置を使用する場合、 STARTUP . NCF ファイルにじ(下の記述を追力□し 
てください。 

SET RESERVED BUFFERS BELOW 16 MEG 二300 

• すべてのデバイスを認識するため（集合系テープデバイスを使用時は必須）に、 
lun _ enable 二 ff オプションを指定:してください。 

• 複数の SCSI コント□-ラ/チヤネルがある場合でも A に7870 . DSK の□-ドは1回の 
みです。 
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AdaptecSCSKN 8103 -42 ) ドライバ 〜 NetWare 曰 / 5.1 用 ' 


種類 

AHA 2940 .HAM 

SCSIHD.CDM 

NWTAPE.CDM 

SCSIMO.CDM 

NWASPLCDM 

□-ド方法 

LOAD C:AHA 2940 .HAM 
LOAD CiSCSIHD.CDM 
LOAD C:NWTAPE.CDM 
LOAD C:SCSIMO.CDM 
LOAD C:NWAS 円. CDM 

ま意事項 


外付け AdaptecSCSI ボード ( N 8103 -42) 用 
SCSI 接続 HDD 用 

SCSI 接続 TAPE 用 (S 巨 CON 使用時のみ） 
SCSI 接続 MO 用 
ASPI モジュール 


Slot 二 XXXX / Lun 二 yy 

.，へー ドディスクを使用する場合 

;TAPE デパイスを使用する場合 (S 目 CON 使用時のみ） 

;MO を使用する場合 

;ASPI インタフェースを使用する場合 


• SLOT オプションは、使用する PCI ス□、ソト番号を指をします。省略して□ー ドする 
と番号が表示され、選択を促されます。指をが必要な SLOT の値を磕認する場合など 
じ省略してください。 

• LUN オプションは使用するデバイスに対してス羊ャンする論理ユニット数を指をし 
てください。省略すると1つしかス丰ャンせず、複数の論理ユニットを持つデバイス 
(集合系など)が正常に使用できません。 

• バックアップ装置を使用する場合、 STARTUP.NCF ファイルに JU 下の記述を追力□し 
てください。 

SET RESERVED BUFFERS BELOW 16 MEG 二300 

• ARCserve を使用する場合は、 NWTAPE/DLTTAPE を日ードしないでください。起 
動ディレクトリ （ C :¥ NWSERVER ) にこれらのファイルが存在する場合は、ファイル 
さ)を別をに変更してください。 

• S 巨 CON を使用する場合、 NWTAPE.CDM および NWASPl.CDM の両方を□-ドする 
必要があります。起動ディレクトリに: ¥ NWSERVER ) にこれらのファイルが存在し 
ない場合は、(下のコマンドを実行してファイルをコピーしてください。 

C:\>CD C:\NWSERVER 

C :\ NWSERVER > COPY C :\ NWSERVER \ DRIVERS \ NWTAPE .* 
C :\ NWSERVER > COPY C :\ NWSERVER \ DRIVERS\NWAS 円.ネ 


導入編 
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1 00 BASE - TX 接続ボード( N 81 04-80/85/ 本体内蔵 LAN ) ドライバ 

種類 

CE 100 B.LAN N 81 04-80/85 、本体内蔵 LAN 

□ー ド方法 

LOAD CE 100 B SLOT 二 xxxxx 

オプション 

LAN ドライバを□ー ドする際には W 下のオプションを指をすることができます。 


オプション 

デフオルト値 

使用可能な値 

FRAME 

Etherne し802.2 

Ethernet _ 802.2 

Ethernet_ll 

Etherne し Snap 

Etherne し802.3 

NAME 

なし 

最大 1 7文字の固有のを前(省略巧） 

SLOT 引 

なし 

1か6始まる値 

SPEED 

自動お出 

10 (LAN 速度 ( Mbps )) 

100 (LAN 速度 ( Mbps )) 

FORCEDUPLEX が 

0 

0:自動お出 

1:半二重通信モード 

2:全二重通信モード 


SLOT オプションは使用する PCI ス□、ソト番号を指定します。省略して□ー ドを実行すると、 
アダプタ番号が表示され選択を促されるため指定が必要な SLOT の値を確認することができ 
ます。 


が FORCEDUPLEX オプションを使用する場合は、必ず SPEED オプションで通信速度を「10」ま 
たは「100」に設定してください。 

ま意事項 

• ドライバを□ー ドする前に、 U 下のパラメータを指定してください。 

SET MAXIMUM PHYSICAL RECEIVE PACKET SIZE 二2048(またはそれ W 上） 

さらに NetWare 4.2 を使用する場合はじ(下のパラメータも指をしてください。 

SET MINIMUM PACKET RECEIVE BUFFERS = 100 (またはそれ JU 上） 

SET MAXIMUM PACKET RECEIVE BUFFERS = 500(またはそれ JU 上） 

• 複数のボードを使用する場合はボードの数だけコマンドを実行してドライバを□一 
ドしてください（マザーボード上じある LAN コント □ ー ラじついてち ドライパを □ 一 
ドしなければなりません)。 

• その他のオプションについては、 NetWare に添付のマニュアル （ r システムアドミニ 
ストレータ」など)を参照してください。 
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B 468011 接続ボード (PCI ) ドライバ 

種類 

EXP 目4680 .LAN N 8504 -05/06( AMD ) 

□-ド方法 

LOAD EXPB 4680 

オプション 

LAN ドライバを□ー ドする際にはじ(下のオプションを指をすることができます。 


オプション 

デフオルト値 

使用可能な値 

FRAME 

Ethernet , 802.2 

Ethernet . 802.2 

EthemetJI 

Etherne し Snap 

Etherne し802.3 

NAME 

なし 

最大 1 7文字の固有のを前(省略巧） 

NODE 

ボードの值 

12巧の16進数 

SLOT 

なし 

1か6始まる値 (V 3.30 0 DI スペックドライバ 
使用時のみ） 


SLOT オプションは使用する PCI ス□、ソト番号を指定します。省略して□ー ドを実巧すると PCI 
ス□、ソト番号が表示され選択を促されるため指定が必要な SLOT の値を確認することができま 
す。 


ま意事項 

• 複数のボードを使用する場合はボードの数だけコマンドを実行してドライバを□一 
ドしてください。 

• その他のオプションについては、 NetWare に添付のマニュアル （ r システムアドミニ 
ストレータ」など)を参照してください。 


導入編 
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